
番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
反映状況

1 はじめに － －

地域農業の核となる経営体を育成することは重要だ
が、具体的にどのような経営体をどのくらい育成するの
か、営農類型を示す必要があると思う。さらに、この積み
上げが、全体の生産量と農地集積の目標に結び付くよう
にすればよいと思う。

　県では、農業経営基盤強化促進法第５条の規定に基
づき策定している、「農業経営基盤の強化の促進に関す
る基本方針 」において、効率的かつ安定的な農業経営
や、新たに農業を営もうとする青年等の農業経営の目標
を定め、本県において展開されている主な営農類型ごと
に、経営規模、生産方式等を経営形態別に示していま
す。
　御意見を踏まえ、本ビジョンにおいて、生産者が、見通
しを持って生産活動に取り組むことができるよう、基本方
針で示している、経営形態別の営農類型等を参考資料
に盛り込みました。

Ａ （全
部反
映）

2
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　目指すべき目標には賛同するが、掲げた目標を我が
集落に重ね合わせるととても難しく、厳しい状況や情勢
がある。県のビジョンに近づける為にも以下の項目を意
見とする。
　当地域も多くの課題があり、まず生産基盤の整備（ほ
場整備事業）が急務となっている。当地域は、昔ながら
の農地が多く、農道、水路（給排水）等の未整備の箇所
があり、農業生産に苦慮している。そこで、ほ場整備等
の話合いをしているが、ほ場整備の順番待ちとのことか
ら、ある程度の年数を覚悟しなければいけない状況にあ
り、集落内の耕作者の平均年齢が69歳と高く、今後の集
落内の農地を維持・管理することが難しい状況にある。
多くの生産者からは、あきらめの声があがり、なんとか
次の世代へ継承できるためにもとお願いしているところ
である。そこで、農業生産の基盤整備の時間短縮と早期
にできる方策を具体的に記述してほしい。
　ほ場整備事業が実現することで、我が集落は大きく前
進し、法人化、スマート農業、農業所得の拡大、担い手
の確保・育成、環境負荷軽減等につながるものと信じて
いる。我が集落に夢と希望をお願いする。

　御意見のとおり、農業者の減少・高齢化が進む中、農
地を次の世代に継承していくためには基盤整備が重要
であり、ほ場整備の工期短縮については重要な課題と
認識しています。
　「第４章　農業生産の増大に向けた生産性・市場性の
高い産地づくり」の「第３節　生産基盤の強化」において、
「基盤整備が早期に進むよう取り組む」との基本方向を
追記するとともに、その具体的な取組としてほ場整備に
加え畦畔除去などの簡易な整備も併せて進めることを追
記しました。
　また、基盤整備の時間短縮に向けて、必要な予算の確
保に努めつつ、整備コストの縮減を図ることとしており、
具体的には別途「農業農村整備事業コスト縮減計画
（2025～2028）」を策定し鋭意取組を進めているところで
す。

Ａ （全
部反
映）

3
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　「いわて農業生産強化ビジョン」については、食料・農
業・農村基本法及び「食料・農業・農村基本計画」の改正
に対応すべく、本県農業の展望と農業生産の今後のビ
ジョンが示されており、県内市町村の農業行政の規範と
して捉えている。
　本町は、典型的な中山間地域であり、気候条件の不利
な地域となっている。さらに、冬は県内屈指の豪雪地帯
となっていることから、このことを踏まえた本町の農業政
策の推進に特段の支援をお願いしたい。

　県では、中山間地域において、農業生産条件の不利を
補正し、農業生産活動の継続が図られるよう、国の「中
山間地域等直接支払制度」を活用し、支援を行っている
ところです。
　今後も、本制度の見直しの動向などについて注視しな
がら、国に必要な対応を働きかけていきます。

Ｃ （趣
旨同
一）
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4 その他 その他 その他

　令和６年度末に示される「食料・農業・農村基本計画に
伴う、令和９年度以降に係る各種改正に向けた取組に
支援をお願いしたい。

　本ビジョンは、「食料・農業・農村基本計画」も踏まえつ
つ、「いわて県民計画（2019～2028）に掲げる政策を一
層推進するため策定するものであり、ビジョンの推進に
当たっては、定期的な意見交換を通じ、県と市町村との
連携を一層強化することとしています。
　こうした意見交換の実施などにより、市町村が行う取組
を支援していきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

5 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　担い手に対する機械導入に係る支援について、柔軟な
採択要件の運用をお願いしたい。

　担い手に対する機械導入に係る支援の拡充を図るた
め、令和７年度から、地域農業計画実践支援事業にお
いて、農村型地域運営組織（農村ＲＭＯ）及び中山間地
域等直接支払制度の協定参加者を事業実施主体に追
加したところです。
　御意見も踏まえ、引き続き、きめ細かな支援を検討して
いきます。

Ｄ （参
考）

6 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　「食の匠」のネットワークを生かし、新しい岩手の食文
化の形成や、「食の匠」の若い方々への普及に取り組ん
ではどうか。

　食の匠の取組については、「いわて農業農村活性化推
進ビジョン」に位置付けています。御意見を参考に、今後
の取組を進めていきます。

Ｄ （参
考）

7 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　女性の農業委員の拡大など、女性の地位向上が重要
である。

　地域農業の方針策定等への女性農業委員の参画が
重要であることから、御意見を踏まえ、農業委員等への
女性登用の拡大を追記しました。

Ａ （全
部反
映）

8
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　地域の子ども食堂に対する応援、病院、福祉施設にお
ける地域食材の活用の促進など、食の地域内循環シス
テムの構築に取り組んではどうか。

　地域食材の活用促進に取り組んでいる病院や福祉施
設等を「いわて地産地消給食実施事業所」に認定し活用
促進に取り組んでいます。子ども食堂に関しては、今後
の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ （参
考）

9 その他 その他 その他

新しいグリーン・ツーリズムの推進など、都市との交流
人口の拡大に取り組んではどうか。

　県では、都市との交流人口拡大を図るため、多様な旅
行者ニーズに対応できる人材の確保・育成や、農山漁村
への体験型教育旅行の誘致活動等を実施しており、さら
に、令和７年度からは、各地域協議会の活性化支援や
広域連携による教育旅行等受入体制の整備支援等に
取り組んでいるところです。
　御意見も踏まえ、引き続き、都市との交流人口の拡大
に向けた施策を検討していきます。

Ｄ （参
考）
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10 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　農業従事者の人口が減少する現状では、効率化や生
産性の向上を進める上で大切なことの一つに「関係者の
心と心のつながりを深めること（コニュニティーの絆の強
化）」が挙げられると思う。
　今回のビジョンは素晴らしい内容で大賛成であり、上
記概念は既に広がっているため、ビジョンのどこか（第１
章「はじめに」あるいは第６章「産地づくりを支える人材の
確保・育成」など）に、一言、「コニュニティーの絆の強化」
のような文言を加えると、現場が動きやすくなるように思
う。是非御検討いただきたい。
《家族農業経営の経営環境の整備》
・　小規模・家族経営などの地域を支える多様な生産者
による、地域の農業・農村を維持する取組（コニュニ
ティーの絆の強化など）を推進します。

　御意見を踏まえ、家族農業経営の経営環境の整備に
おいて、小規模・家族経営等の地域を支える多様な生産
者や地域住民などが参画・連携した地域コミュニティ活
動の支援による、地域の農業・農村を維持する取組を推
進を盛り込みました。

Ａ （全
部反
映）

11 その他 その他 その他

　担い手の確保・育成と産地づくりが極めて重要であり、
実現に向けた予算の確保に努めていただきたい。

　本ビジョンは、農業生産の増大や人材の確保・育成な
どの方向性を示し、本県農業を強化するため策定するも
のです。
　ビジョンに盛り込んだ取組については、毎年度具体化
していくこととなりますが、取組の内容や規模について
は、御意見も踏まえ、毎年度の予算編成において検討し
ていきます。

Ｄ （参
考）

12
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

その他

　各地域における取組事例を更に盛り込むなど、農業者
が関心を持てる工夫や周知活動に取り組んでいただき
たい。

　本ビジョンの推進に当たっては、地域における優良事
例を共有し、横展開を図っていくことが重要であり、御意
見を踏まえ、各地域の取組事例を更に盛り込みました。
　また、本ビジョンの推進に当たっては、定期的な意見交
換を通じ、県と市町村・農業団体等との連携を一層強化
することとしており、こうした取組などにより、ビジョンの
周知を図っていきます。

Ａ （全
部反
映）

13
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　生産基盤の強化の中で記載されている生産基盤の整
備を確実に実施して行くには、基盤整備事業への予算
増額が不可欠で、現在実施している事業の早期完了が
望まれる。また、新規採択地区の早期着手も必要と考え
る。

　御意見を踏まえ、「第４章　農業生産の増大に向けた
生産性・市場性の高い産地づくり」の「第３節　生産基盤
の強化」において、ほ場整備などの基盤整備の取組が
重要であることが分かるよう、より具体的な表現に変更し
ました。
　さらに、基盤整備の早期完了に向けて、必要な予算の
確保に努めつつ、整備コストの縮減を図ることとしてお
り、具体的には別途「農業農村整備事業コスト縮減計画
（2025～2028）」を策定し鋭意取組を進めているところで
す。

Ａ （全
部反
映）

14 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　産地づくりを支える人材の確保・育成の中で地域計画
の記載があるが、地域計画を作成したメリットが農業者
にわかりづらいので市町村だけでなく県からの情報発信
も必要と考える。

　御意見を踏まえ、市町村だけではなく、県及び関係団
体と連携した取組と受け止められるよう、記載内容を修
正しました。
　また、地域計画と連携する各補助事業や優良事例等
については、引き続き市町村を通じて情報発信していき
ます。

Ａ （全
部反
映）
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15 その他 その他 その他

　本素案では、現在進行中のいわゆる「米不足」「米の価
格高騰」「国の食料危機対応策」に対応するないようと
なっていない。素案11ページと16ページを見ると、状況
の変化に対応していない記述となっている。

　御意見を踏まえ、第２章第２節「社会経済情勢の変化」
において、令和６年産米の価格に関する記載を追加しま
した。

Ｂ （一
部反
映）

16
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　19ページ「２　具体的な取組　（１）水稲」において、現在
問題となっている「米不足」「米の価格高騰」に対応した
形でゼロベースで見直すべきと考える。

　御意見を踏まえ、第２章第２節「社会経済情勢の変化」
において、令和７年産米の価格に関する記載を追加しま
した。

Ｂ （一
部反
映）

17 その他 その他 その他

　本素案全体を通じて、「食料の生産倍増」を打ち出す形
で、記述をゼロベースで見直すべきと考える。

　本ビジョンは、「いわて県民計画（2019～2028）」に掲げ
る政策を一層推進するとともに、農業生産の増大や人材
の確保・育成などの方向性を示し、本県農業を強化する
ため策定するものです。
　計画期間は、県民計画の終期と合わせ、令和７年度か
ら令和10年度までとし、農業生産の目標については、最
終案において、目標値をお示ししたところです。
　目標を達成するための具体的な取組についても、同じ
計画期間内に取り組む事項を盛り込んでいます。

Ｆ （その
他）

18
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

－ 具体的な取組

　p23,28,30に記載のある「病原菌」は、「病原体」に見直
すべきではないか。

　御意見のとおり、「病原菌」を「病原体」に修正しまし
た。

Ａ （全
部反
映）

19
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　p28に記載のある「飼養衛生管理の実施状況」は、「飼
養衛生管理基準の遵守状況」に見直すべきではない
か。

　御意見のとおり、「飼養衛生管理の実施状況」を「飼養
衛生管理基準の遵守状況」に修正しました。

Ａ （全
部反
映）

20 本県農業の展望と農業生産の目標 農業生産の目標 －

　農業生産の目標に農業経営体の目標を入れたほうが
よいと思う。

　御意見も踏まえ、農業生産の目標として、「新規就農者
数」を盛り込みました。

Ａ （全
部反
映）

21 環境負荷低減と安全・安心な産地づくり
品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　果樹の「もも」等新品目の導入の推進の前に、りんごの
新品種の開発を入れたほうがよいと思う。

　果樹については、「もも」等の新品目の導入推進のほ
か、引き続き、実需者ニーズに対応したりんごの品種開
発に取り組むこととし、具体的な取組に記載しています。

Ｃ （趣
旨同
一）

22 その他 その他 その他

　市町村により奨励作物が異なる中において、農業改良
普及所がブロック単位での設置となっているが、かつて
は、各市町村に駐在がおり、きめ細かな対応であった。
　生産性の向上、高効率化・高付加価値化、後継者の育
成、新規就農者の確保などを推進していくためには、か
つてのきめ細かな指導体制が必要であると考えており、
現行体制の見直し（組織改革を含む。）を望む。

　本ビジョンは、農業生産の増大などの方向性を示すも
のであるため、農業改良普及センターの組織体制までは
明記していませんが、御意見を踏まえ、引き続き、農業
改良普及センターにおいて、生産性向上、高効率化・付
加価値化、後継者の育成、新規就農者の確保に向け、
きめ細かな支援を行っていきます。

Ｆ （その
他）
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23 その他 その他 その他

　農業知財とブランディング、マーケティングは密接に結
びついており、これらの知識を網羅的に活用して、方針
を決定していくことが大切だと思う。
　ブランディングの上で欠かせない知財の一つとしては、
商標が挙げられるが、商標の登録にはカテゴリーの指定
が必要で、リンゴを「果物」としてのみ登録するのではな
く、菓子など「加工食品」、シードルなどの「アルコール飲
料」なども考えられる。
　つまり、リンゴ（県品種のはるかなど）のブランディング
ができた後、ようやく、必要な知財の出願、マーケティン
グ戦略の構築へと発展する。さらに言えば、はるかを岩
手県以外で栽培して許諾料を得たり、ゼスプリのような
周年供給を目的として南半球の国と連携したリレー出荷
も考えられる。
　一方、農業知財はマストではなく、ブランディングを厚く
することで、広がりを見いだせることもある。例えば、「ふ
じ」のように品種登録の出願要件を満たさなくても、
正統性や栽培適地、栽培技術を物語としてアピールする
ことで差別化を図ることができる。
　県は、生産者や販売者だけでなく、育種・技術者も巻き
込んで、ブランディングに力を入れることで、もう一歩発
展した施策を講じられるのではと考える。

　知的財産については、地域の農畜産物のブランド化を
進めるに当たり重要な視点であると認識しています。御
意見については、今後の取組を進める際の参考とさせて
いただきます。

Ｄ （参
考）

24
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　米価安定の面から需要に応じた生産目安の設定を行
い、農業経営の安定化や将来的な需給バランスを見据
えた主食用米の作付けとなるような取組を進めていただ
きたい。

　国が公表する米の需給動向に関する情報を活用し、関
係機関・団体と連携して、実需者ニーズに対応した作付
け推進や栽培管理の徹底等による安定収量の確保に取
り組んでいきます。

Ｄ （参
考）

25
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　農地中間管理機構が農地を借り受け、受け手（借受
者）が見つからない農地については、契約を解除するこ
ととなっているが、中山間地域等の条件不利地や畑、特
に果樹園については受け手（借受者）の確保が難しく農
地の流動化が進んでいない状況にあることから、借受希
望者を確保するための県独自の支援策を創設していた
だきたい。

　御意見のとおり、借受希望者に対する継承等が必要と
考えており、県では、第三者継承希望者等に対し、個別
の経営課題等に応じるため、「岩手県農業経営・就農支
援センター」から税理士や中小企業診断士などの専門家
を派遣するとともに、現地支援チームによるきめ細かな
サポートを実施することにより、円滑な経営継承等の取
組を推進しています。

Ｃ （趣
旨同
一）

26
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　労働力が特に不足している中山間において、「施設野
菜など高収益作物の生産性の向上」や「畜産経営体の
規模拡大と酪農・肉用牛の生産性向上」などは現状を踏
まえると困難と考える。その中で、自給飼料の生産・利
用拡大を図るため、中山間地域に多く存在する低未利
用農地の解消につながる粗飼料生産など新たな営農形
態への転換に向けた取組等の方策を示していただきた
い。

　新たな営農形態への転換に関しては、御意見を踏ま
え、第７章第２節「中山間地域」における具体的な取組に
ついて、「高齢化や人口減少が著しい中山間地域におい
て、一般社団法人等が地域の農地の受け皿となり、一
元的に管理して生産活動を行う取組や、サービス事業体
を活用した経営の事例など、農業生産や農地の維持に
向けた新たな中山間地域モデルの創出を推進します。」
とし、記載内容を充実させました。

Ｂ （一
部反
映）
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番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
反映状況

27 現状と課題
本県農業の生産
力

－

　「現状と課題」において、データや事実の記載にとど
まっており、本県独自の課題分析がされていない。その
ため、表題（現状）と内容（課題）が一致していないように
感じられる。
　例えば、農業産出額については、令和４年度までは順
調に推移していたが、令和５年度は減少に転じている。
その原因について、分析はできないのか。
　その結果として、第４章第３節「農畜産物のブランド化」
における重点品目（米、りんご、牛肉）や、ターゲット市場
（アジア、北米等）をなぜ選定したのかが明確になると思
う。

　御意見を踏まえ、第２章「現状と課題」において、それ
ぞれの現状に対する課題を追記しました。
　なお、令和５年の農業産出額については、過去20年間
で最高額となる2,975億円となっており、御指摘とは事実
が異なっています。 Ａ （全

部反
映）

28 現状と課題
社会経済情勢の
変化

－

　「社会経済情勢の変化」において、昨今の米価高騰に
関する記述が、「主食用米の価格動向」のみであり、そ
の背景や影響についての記載がない。
　米は、本県の農業産出額において、重要な地位を占め
ているため、米価高騰の要因（供給量の変化、流通・消
費動向など）や、本県農業への影響についても明記すべ
きではないか。

　御指摘を踏まえ、第２章第２節「社会経済情勢の変化」
において、米価高騰の要因を追記しました。

Ｂ （一
部反
映）

29 その他 その他 その他

　「農業の生産性の向上のためのスマート農業技術の活
用の促進に関する法律」に基づき、スマート農業の導入
促進が掲げられていることは理解できるが、これまでの
スマート農業の取組を踏まえた上で、生産者がスマート
農業を導入する際における課題が整理されていない。
　初期投資の負担、技術習得の難しさなど、生産者が直
面する課題を明確にした上で、導入を進めるべきではな
いか。

　本ビジョンは、農業生産の増大などの方向性を示すも
のであるため、スマート農業導入の課題までは明記して
いませんが、御意見と同様の課題認識であり、今後の農
業ＤＸ推進の取組の参考とさせていただきます。 Ｄ （参

考）

30
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

指標

　スマート農業に関する指標については、ブランド化を推
進する畜産分野においても、米や野菜、果実と同様に設
定すべきではないか。

　他の指標（「経産牛１頭当たりの年間生乳生産量」「肉
用牛繁殖農家１戸当たりの飼養頭数」）により、スマート
農業技術の活用を含めた畜産分野の生産性向上の状
況を把握できることから、新たな指標は設定しません
が、継続してスマート農業技術の普及拡大に取り組んで
いきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

31 環境負荷低減と安全・安心な産地づくり － 指標

　「いわてグリーン農業アカデミー」は、みどり認定の取
得を目的とするものであると考えられる。
　しかし、現在の指標は、「修了生数」となっており、これ
では認定取得者数が把握できず、目的の達成度を判断
しにくい。
　そのため、指標を「みどり認定の取得者数」に変更、も
しくは追加すべきではないか。

　御意見も踏まえ、第５章「環境負荷低減と安全・安心な
産地づくりの推進」に係る指標を「認定農林漁業者数」に
変更しました。 Ａ （全

部反
映）

32
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　老朽化が進んでいる農業共同利用施設の再編・整備
への支援に取り組むとのことだが、水稲種子センターの
再整備も早急に必要となっており、現状を把握の上、支
援と協力をお願いしたい。

　御意見を踏まえ、第４章第３節「生産基盤の強化」にお
いて、安定的な種苗の供給に関する具体的な取組を盛
り込みました。

Ａ （全
部反
映）
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番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
反映状況

33 はじめに － －

　県民計画との関係についての記述はあるが、県の農
業分野の個別計画との関係についての記述も必要と考
える。

　御意見を踏まえ、第１章「はじめに」において、「酪農・
肉用牛生産近代化計画」や「野菜生産振興計画」など、
品目ごとに策定している各種個別計画との関係につい
て、追記しました。

Ａ （全
部反
映）

34 現状と課題
本県農業の生産
力

－

　「販売金額規模別経営体の割合」が、正しくグラフに表
現されていない。

　御指摘を踏まえ、当該グラフの表示を修正しました。 Ａ （全
部反
映）

35
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　耕種は作目ごとの記述があるが、６割以上の産出額を
占める畜産も同様に、畜種ごとの記述が必要と考える。

　御意見のとおり、畜種ごとに記述します。 Ａ （全
部反
映）

36
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　花きについては、リンドウに特化しているが、ほかの品
目は推進しないのか。

　日本一の生産量を誇るりんどうに次ぐ、花き品目とし
て、施設花き等の生産拡大に取り組むこととしており、具
体的な取組を盛り込んでいます。

Ｃ （趣
旨同
一）

37
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　p22の「畜産経営体の規模拡大」に関し、今後推進して
いくべき施設機械について、具体的に記載したほうが方
向性が明確になり、県民に分かりやすくなると考える。
（搾乳ロボット、キャリロボ、自動給餌機、自走式ハーベ
スタ、コンビラップ等）

　導入すべき施設・機械は、畜種や経営形態で異なるこ
とから、具体的な施設・機械を記載しないものです。

Ｄ （参
考）

38
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

 　p22の「県産飼料の生産・利用拡大」に関し、既存の広
大な公共牧場の飼料基盤（草資源）を有効活用し、基盤
の再整備も含めて取り組む必要があると考える。

　県では、各地域において公共牧場の飼料基盤を有効
活用する取組を行っています。
　また、畜産公共事業による草地整備も推進しており、
引き続き、公共牧場の基盤整備を進めていきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

39
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

 　p22の「県産飼料の生産・利用拡大」に関し、耕種と畜
産の連携強化において、「子実トウモロコシ」の記載が必
要と考える。

　飼料用米、稲WCSは、県内で数千ヘクタール単位で取
り組まれているため、代表的な作物として記載していま
す。なお、「飼料用米、稲WCS等」には、子実用とうもろこ
しや青刈りとうもろこし、ソルガムなどを含みます。

Ｃ （趣
旨同
一）

40
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

 　p22の「生産性の向上」に関し、地域のサポートチーム
が活動の中核となっているが、柱となる県の取組方針が
見えない。県の行政・試験研究機関が、革新技術導入
（技術開発や実証）に係る取組の方向性を示し、地域サ
ポートチームと連携して普及していくというビジョンが必
要と考える。

　地域のサポートチームは、県の「酪農・肉用牛生産近
代化計画」に基づき、地域の実状に合わせて新技術導
入も含めて活動しています。 Ｄ （参

考）

41
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

 　p23の「産業動物獣医師等の安定的な確保」に関し、
遠隔診療の導入について、記載してはどうか。

　獣医療の安定的な提供に向けては、引き続き、広域振
興局が主体となり地元の市町村や農業協同組合等と検
討を重ねながら、各地域の実情に応じた獣医療が継続
して提供されるよう取り組んでいます。
　また、昨年度から、今後の獣医療提供体制のあり方に
ついて、県獣医師会や関係団体等と意見交換を始め、
広域的な人材の活用や遠隔診療を活用した診療の効率
化などを検討しており、今後も、大学や関係機関・団体
等と連携しながら、獣医師確保に積極的に取り組んでい
きます。

Ｂ （一
部反
映）
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番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
反映状況

42
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　畜産の具体的な取組が、水田地帯、中山間地域、沿岸
地域でほぼ同じ記載になっているので、各地域の具体
的な取組を記載願いたい。

　畜産については、地域別の取組に大きな差がない中、
水田地帯での耕畜連携、中山間地域や沿岸地域での中
小家畜の推進等の具体的な取組を記載しています。

Ｆ （その
他）

43
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　水田地帯における耕畜連携に係るコントラの広域流通
の取組のイメージはどのようなものか。

　水田地帯において、耕種農家や飼料生産組織が作付
けした飼料作物をコントラクターが収穫・調製を行い、畜
産地帯や飼料基盤が不足する大規模畜産経営体に供
給する取組を推進するものです。（第７章の優良事例を
参照願います。）。

Ｆ （その
他）

44
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　いさわ南部の大区画化航空写真は、もっと広大なもの
と入れ替えるべき。

 より分かりやすい事例となるよう写真や表現を見直しま
した。

Ｂ （一
部反
映）

45
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　中山間地域における新たな経営モデルの創出につい
て、一社法人による「まるっと方式」のような特定の組織
による取組を県が推進することには違和感がある。

　一般社団法人による農地の管理は、農地を維持してい
く手法の一例として示したものであり、サービス事業体の
活用や、農村RMOの形成など、各地域の実情に応じた
農業生産や農地の維持に向けた取組を促進していきま
す。

Ｄ （参
考）

46
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　沿岸地域における自給飼料の生産拡大で、沿岸での
コントラの広域流通するような組織が存在するか疑問。

　沿岸地帯においても、コントラクターや公共牧場が畜産
経営体へ粗飼料を供給している事例があります。

Ｆ （その
他）

47
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　減少が進行する農地の維持という視点が欠けていると
考える。

　農地の維持にあたっては、生産基盤の強化だけでなく
担い手の育成・確保、農地の集積・集約化、地域の共同
活動など様々な取組が重要です。このため、「第３章　本
県農業の展望と農業生産の目標」の「第１節　本県農業
の展望　３　耕地面積の展望」において農地の維持の必
要性を記載しています。

Ａ （全
部反
映）

48 産地づくりを支える人材の確保・育成 － －

　人材の確保・育成は、農業推進のための根幹となる施
策と考えることから、最終章ではなく、第４章に据えるべ
きである。

　食料自給率が100パーセントを超える本県は、食料・農
業・農村基本法の改正を契機に、気候変動やＧＸの進展
など、本県農業を取り巻く環境が変化する中、強みを一
層発揮し、食料供給基地としての役割をしっかりと果たし
ていくことが重要と考え、本ビジョンを策定することとしま
した。
　ビジョンにおいては、生産を強化するという観点から、
施策推進の柱を５つとし、人材の確保・育成について
は、「生産性・市場性の高い産地づくり」や「安全・安心な
産地づくり」といった、産地づくりを支える施策として整理
しています。

Ｆ （その
他）

49 産地づくりを支える人材の確保・育成 － －

　中山間地域等の耕作条件不利地では、農業・農村を維
持するため「多様な生産者」の参画が不可欠であり、「多
様な生産者」を担い手に準ずる者として取り扱うなど、県
として担い手の定義を整理する必要がある。

　農業者の下支えとなる農作業の受託等を行う農業支
援サービス事業体。就業を希望する高校生やＵ・Ｉターン
希望者、子育て世代、シニア世代、民間企業の副業希
望者、外国人材など多様な農業人材の確保に向けた取
組を進めていきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

8



番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
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50 その他 その他 その他

　名称について、「生産を強化する」より、「生産力を強化
する」の表現の方が正しいと思われるため、「いわて農
業生産力強化ビジョン」のほうがよいのではないか。

　本ビジョンは、「食料・農業・農村基本計画」も踏まえつ
つ、本県農業を強化するため策定するものであり、農業
生産の増大や人材の確保・育成などの方向性を示すも
のです。
　基本計画において、我が国の食料供給は、国内生産
の増大を基本とするとされていることも踏まえ、本県が食
料供給基地としての役割を果たし、本県農業の生産を強
化していくためのビジョンであることを表現する名称とし
ています。

Ｆ （その
他）

51 現状と課題
本県農業の生産
力

－

　食料自給率は生産額ベースのみにしてはどうか。
　食料供給基地の地位向上をめざすのであれば、生産
額ベースの指標に限定した方がいいと思われる。
　カロリーベースの自給率は、カロリーの高い米の生産
量が多く人口が少ない場合に高くなる傾向があり、必ず
しも農業の生産力を示す指標とは言えなく、農業生産額
が現状のままでも県の人口が減少すれば自動的にカロ
リーベースの自給率が上昇することになる。また、カロ
リーベース自給率106％では、食料供給基地ではなく、
食料自給県という程度の水準ではないかと思われる。

　本ビジョンは、「食料・農業・農村基本計画」も踏まえつ
つ、「いわて県民計画（2019～2028）」に掲げる政策を一
層推進するため策定するものです。
　基本計画においても、カロリーベースの食料自給率と
生産額ベースの食料自給率の目標を掲げており、本ビ
ジョンにおいても、農業生産の目標として、カロリーベー
スと生産額ベースの目標を掲げています。

Ｆ （その
他）

52 現状と課題
社会経済情勢の
変化

－

　社会経済情勢の変化において、「食料安全保障の強
化」を加える必要があるのではないか。
　ウクライナ戦争により穀物需給がひっ迫し穀物の国際
価格が急騰している。
　我が国の穀物自給率は小麦17％、大豆7％、米99％で
あり、米の自給率は政策的に高くなっているが、米の生
産はアジアが中心で国際的な貿易量が少ないため。

　第２章第２節「社会経済情勢の変化」の「４　農業政策
をめぐる動向」において、食料安全保障を基本理念の柱
とした、食料・農業・農村基本法の改正について、盛り込
んでいます。 Ｄ （参

考）

53 現状と課題
社会経済情勢の
変化

－

　Ａ重油価格、主食用米価格、牛肉価格、肉用子牛価格
も令和２年を100とする指数を併記してはどうか。
　実価格と令和２年を100とした価格指数が混在していて
わかりにくい。指数化することにより生産資材価格と農産
物価格の格差が理解しやすくなると思われる。

　第２章「現状と課題」においては、農林水産統計など、
公表されている数値を掲載することとしています。

Ｆ （その
他）

54 本県農業の展望と農業生産の目標 本県農業の展望 －

　耕地面積が減少すると予測しているので、優良農地の
確保を加えたほうがいいのではないか。
　食料供給基地の地位向上と生産性の高い農業の実現
に向け、優良農地の確保と農地の集積・集約化を一層
進めていくことが必要だと考る。

　御意見を踏まえ、第４章第３節「生産基盤の強化」にお
おいて、農地の確保と有効利用に係る具体的な取組を
追加しました。

Ａ （全
部反
映）

55 本県農業の展望と農業生産の目標 農業生産の目標 －

　食料自給率の目標について、カロリーベースは削除し
てはどうか。
　生産額ベースの自給率は、農業生産振興の目標には
なりうるが、カロリーベースの自給率は消費者の消費行
動と人口の動向に影響受けるため、農業生産の目標と
しては適していないと思われる。

　本ビジョンは、「食料・農業・農村基本計画」も踏まえつ
つ、「いわて県民計画（2019～2028）」に掲げる政策を一
層推進するため策定するものです。
　基本計画においても、カロリーベースの食料自給率と
生産額ベースの食料自給率の目標を掲げており、本ビ
ジョンにおいても、農業生産の目標として、カロリーベー
スと生産額ベースの目標を掲げています。

Ｄ （参
考）
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番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
反映状況

56
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

その他 その他

　「品目・地域別推進方針」といった記載内容を要約した
見出しにしてはどうか。
　記載内容は施策の推進方針となっており、新たな施策
の展開方向を記載しているわけではない。

　本ビジョンでは、食料自給率と農業産出額を目標に掲
げ、10年後の目指す姿を描きながら、農業生産の増大
に向けた生産性・市場性の高い産地づくり、環境負荷低
減と安全・安心な産地づくり、産地づくりを支える人材の
確保・育成、地域ごとの展開方向、試験研究の推進の５
つの柱ごとに、施策の基本方向を示した上で、具体的な
取組を盛り込んでいます。
　また、気候変動への対応や、大規模園芸施設の企業
誘致に向けた取組など、新たな施策を盛り込んでいま
す。

Ｆ （その
他）

57
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

その他 その他

　第１節の「品目ごとの展開方向」、第２節の「地域ごとの
展開方向」は一体化してはどうか。
　重複する記載内容が多く、品目別推進方針は全県で
同じ内容、内陸と沿岸で異なるのは気象条件、水田地域
と中山間地域で異なるのは作物構成のみとなっている。

　本ビジョンでは、品目ごとの展開方向に加え、初めて、
水田地帯、中山間地域、沿岸地域における地域ごとの
展開方向を示しました。
　気象条件や、重点的に取り組む品目は、地域ごとに異
なることから、本ビジョンにおいては、地域ごとの強みを
生かした生産の姿を描くことを重視しているものです。

Ｆ （その
他）

58
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　水稲について、「低コスト稲作栽培マニュアル」「稲作指
導指針」とだけ記載しても具体的内容がわからないので
ポイントを記載してはどうか。

　御意見も踏まえ、「低コスト稲作栽培マニュアル」に基
づく、具体的な取組内容を追記しました。

Ｂ （一
部反
映）

59
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　水稲について、コストを低減させるための経営規模拡
大も加える必要があるのではないか。

　御意見も踏まえ、「低コスト稲作栽培マニュアル」に基
づく、経営規模の拡大などの具体的な取組内容を追記し
ました。

Ｂ （一
部反
映）

60
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　本県の麦・大豆は単収が低く、岩手県産「ユキチカラ」
は全国最低の販売価格となっているため、単収向上と販
売価格の向上策も講じる必要があるのではないのか。

　実需者ニーズに応じた高品質な小麦・大豆の生産の取
組を進め、収量や販売価格の向上を図っていきます。 Ｃ （趣

旨同
一）

61
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　麦・大豆の単収向上のために輪作作物として子実トウ
モロコシを導入する必要があるのではないか。
　令和10年の水田政策の見直しでは、麦・大豆が水田か
畑で生産されたかを問わず経営安定対策が講じられる
ものと見込まれる。その場合、ブロックローテーションを
維持する必要性がなくなり、麦・大豆の転作作物は栽培
ほ場が固定化されるとのではないか見込まれる。そうな
ると、麦・大豆が連作され単収が低下することが懸念さ
れる。そのため、麦・大豆に子実トウモロコシを加えた畑
作物の輪作体系を確立させ、麦・大豆の単収の向上を
図る必要が出てくると考える。

　岩手県農業再生協議会の水田農業の推進方針に基づ
き、水稲と転換作物のブロックローテーション（田畑輪
作）を基本とし、畑地としての利用が望ましい場合におい
ては畑地化を推進するなど生産性向上に向けた取組を
推進していきます。

Ｄ （参
考）
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番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
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62
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　「県産飼料の生産・利用拡大」において、子実トウモロ
コシを追加していただきたい。
　子実トウモロコシと飼料用とうもろこしは、栽培農家、利
用形態が異なることから、子実トウモロコシも明記する必
要があると考える。
　従来の飼料用とうもろこしは、主に酪農家が栽培しサイ
レージにして自家消費している。一方で、子実トウモロコ
シは、稲作農家が転作作物として栽培し子実を畜産農
家に販売するものである。
　今後、水田地域では高齢農家のリタイヤにより多量の
水田が供給されてくる。現在、地域の農地の受け皿と
なっている水田作大規模法人もこれ以上水稲として引き
受けることが困難になってきている現状である。このた
め、水田作大規模経営体において、省力的な転作作物
として子実トウモロコシを導入する必要が出てくる。
　稲作経営体が転作作物として既存の麦、大豆に子実ト
ウモロコシを加えることにより畑作物の輪作体系が確立
されることで、麦・大豆の単収の向上が期待できると考え
る。

　飼料用米、稲WCSは、県内で数千ヘクタール単位で取
り組まれているため、代表的な作物として記載していま
す。なお、「飼料用米、稲WCS等」には、子実用とうもろこ
しや青刈りとうもろこし、ソルガムなどを含みます。

Ｃ （趣
旨同
一）

63
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

その他

　「地帯」「地域」の表現を統一したほうがよいのではない
か。

　第４章第２節「地域ごとの展開方向」において、それぞ
れの地帯、地域の考え方を追記しました。

Ａ （全
部反
映）

64
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　水田地帯の具体的な取組において、「海外依存度が高
い麦・大豆」を「国内自給率が低い麦・大豆」に修正して
はどうか。
　海外依存度が高いとした表現より、国内自給率のほう
が一般的。第２章では食料自給率としている。

　御意見も踏まえ、国の「食料・農業・農村基本計画」の
表現と合わせ、「輸入依存度の高い麦・大豆」に修正しま
した。

Ｂ （一
部反
映）

65
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　水田地帯の具体的な取組の「耕畜連携による飼料の
生産・利用拡大」において、子実トウモロコシを追記して
はどうか。

　飼料用米、稲WCSは、県内で数千ヘクタール単位で取
り組まれているため、代表的な作物として記載していま
す。なお、「飼料用米、稲WCS等」には、子実用とうもろこ
しや青刈りとうもろこし、ソルガムなどを含みます。

Ｃ （趣
旨同
一）

66
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　水田地帯の具体的な取組において、「農地の受け皿に
なる経営体の育成」を追加したほうがよいのではない
か。

　地域農業の核となる経営体の育成は必要であることか
ら、第６章「産地づくりを支える人材の確保・育成」の具体
的な取組において、農地の集積・集約化に係る取組を追
加しました。

Ｂ （一
部反
映）

67
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　中山間地域の具体的な取組において、中山間地域の
主作物となっている果樹作（りんご、ぶどう）の振興策を
加える必要があるのではないか。

　果樹（りんご、ぶどう）については、中山間地域におい
て収益を確保できる重要な品目であることから、中山間
地域の具体的な取組として、新たに記載することとしま
す。

Ａ （全
部反
映）

68
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　中山間地域の具体的な取組において、「新な経営モデ
ルの創出に向けた取組の促進」という小見出しとしてい
るが、再考されたほうがよいのではないか。
　例示されている事例は経営モデルではないのではない
か。

　御意見を踏まえ、「農業生産や農地の維持に向けた新
たな取組の推進」に修正しました。 Ａ （全

部反
映）
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番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
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69
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　沿岸地域の具体的な取組において、「企業誘致による
施設野菜の生産拡大と生産性の向上」という小見出しと
しているが、「施設野菜の生産拡大と生産性の向上」とし
たほうがよいのではないか。
　この取組は、企業誘致にのみ限定されるわけではな
い。

　沿岸地域における施設野菜の生産拡大については、
沿岸地域の夏季冷涼・冬季温暖な気象特性を生かした
農業法人等の誘致を中心に進めていくことから、小見出
しについては、素案のとおりとします。

Ｄ （参
考）

70
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

その他

　記載内容は農産物の販売促進であり、一般的なブラン
ド化とは異なるのではないか。
　ブランド化とは、自社の商品やサービスに価値を持た
せて、他社と差別化を図る取組である。
　タイトルを生かすのであれば、本県の農畜産物が他県
の農畜産物に対しどう差別化していくのかを記載する必
要があるのではないか。
　ちなみにトップセールスの記載が多くなっているが、こ
れは一過性のイベントであり、販売促進には効果がある
かもしれないが、ブランド化には結びつかないのでない
かと思われる。

　農産物販売促進やトップセールスを通して、消費者へ
の認知度をあげ、ブランド化へつなげていきたいと考え
ており、御意見も参考にさせていただきながら他産地と
の差別化にも取り組んでいきます。

Ｄ （参
考）

71 産地づくりを支える人材の確保・育成 その他 その他

　地域農業の核となる経営体の育成において、掲載順
序を、「リーディング経営体の育成」「農業経営体の経営
力向上」「集落営農組織の経営基盤の強化」としたほう
がよいのではないか。

　御意見を踏まえ、掲載順序を変更しました。
Ａ （全
部反
映）

72 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　「集落営農組織の経営基盤の強化」において、ここでい
う集落営農は、法人なのか、非法人なのか。
　設立後約20年たって法人化した集落営農は30％、残り
70％の非法人の集落営農は構成員の高齢化により存続
が危ぶまれている。したがって、非法人の集落営農が持
続できるような施策が必要であり、小規模集落営農の連
携強化・連携法人の設立推進等を推進する必要がある
と考える。

　非法人も含まれています。また、御意見を踏まえ、小規
模集落営農の連携強化等への支援を追加しました。

Ａ （全
部反
映）
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番号 大区分 中区分 小区分 意見
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73 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　「地域計画の実現に向けた取組の促進」と「農地の集
積・集約の促進」は一連の内容なので、「地域計画の実
現に向けた支援」としてはどうか。

　御意見を踏まえ、「地域計画の実現に向けた取組の促
進」と「農地の集積・集約の促進」は一連の内容のため、
「地域計画の実現に向けた支援」に修正しました。

Ａ （全
部反
映）

74 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　「市町村が策定した地域計画の実現に向け、国、農地
中間管理機構、岩手県農業会議、全農いわて等と連携
して支援します。」と記載したほうがよいのではないか。
　地域計画の策定は自治事務として位置付けられ、法定
受託事務ではないので、市町村が自主的・自立的に実
施できるようにすべきものと考えられる。
　また、地方自治法による国と地方の役割分担における
県の役割は、①広域にわたるもの、②市町村に関する
連絡調整に関するもの、③その規模または性質におい
て一般の市町村が処理することが適当でない事務を処
理することとされている。

　御意見を踏まえ、「市町村が策定した地域計画の実現
に向け、国、農地中間管理機構、岩手県農業会議、岩手
県農業協同組合中央会等と連携して支援します。」とい
う記載内容に修正しました。

Ａ （全
部反
映）

75 その他 その他 その他

　本県あるいは管内の農業の課題からみると、第５章の
「環境負荷低減」よりも、第６章の「人材の確保」のほうが
優先的に取り組むべき事項だと感じる。

　食料自給率が100パーセントを超える本県は、食料・農
業・農村基本法の改正を契機に、気候変動やＧＸの進展
など、本県農業を取り巻く環境が変化する中、強みを一
層発揮し、食料供給基地としての役割をしっかりと果たし
ていくことが重要と考え、本ビジョンを策定することとしま
した。
　ビジョンにおいては、生産を強化するという観点から、
施策推進の柱を５つとし、人材の確保・育成について
は、「生産性・市場性の高い産地づくり」や「安全・安心な
産地づくり」といった、産地づくりを支える施策として整理
しています。

Ｆ （その
他）

76
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　高温耐性品種の開発については、多収・高食味を実現
できる品種の育種を求める。

　収量や食味も評価しながら、ニーズに応じた高温耐性
品種の開発に取り組んでいきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

77
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　ほ場整備地区における土地利用型野菜の作付け拡大
については、労働力確保が難しくなってきているため、機
械化できる体系を確立するとともに、ハード面の支援の
拡充を求める。

　土地利用型野菜の生産拡大に向けて、国事業等を活
用し、生産性向上につながるスマート農業技術や機械化
体系に必要な農業機械などの導入を支援していきます。

Ｄ （参
考）

78
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　畜産物の販売において、輸出だけでなく国内、県内消
費者へのＰＲも強化してほしい。

　国外だけではなく、国内及び県内でのPRにも、引き続
き取り組んで取り組んでいきます。御意見は今後の取組
の参考とさせていただきます。

Ｄ （参
考）

79
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　農業共同利用施設の再編・整備について国庫の再編
新事業へ岩手県の上乗せ支援を求める。

　「再編集約・合理化の更なる加速化」については、農業
協同組合から強い要望があることから、国に対し、地方
の財政事情も踏まえ、地方財政措置を充実させるよう、
引き続き要望していきます。

Ｄ （参
考）

13



番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
反映状況

80
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　p32の県産米について、「販路の拡大」ではなく、「安定
供給」としてほしい。「安定供給」が既存ユーザー様の安
心感を得ることになり、今後の継続取引や産地評価の向
上につながると考える。

　「いわて県民計画（2019～2028）」では、農畜産物の販
路の開拓・拡大に取り組むこととしており、安定供給の上
に成り立っていると認識しています。
　近年、社会情勢の変化が著しいことから、既存販路へ
の安定供給と併せて、販路の拡大を図るよう取組を進め
たいと考えています。

Ｃ （趣
旨同
一）

81
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　p32の「２具体的な取組の（１）」において、新品種「白銀
のひかり」の記述部分は、品種特性の把握と振興方針
の策定による良品生産拡大としたほうがよい。しっかりし
た品質のものができる体制をまず整え、安定供給ができ
ることが先決と考える。

　「白銀のひかり」は、高品質・良食味米の安定生産が重
要であることから、栽培研究会を中心に、栽培マニュア
ルに基づき、生産者の栽培技術の向上を支援することと
し、具体的な取組を記載しています。

Ｃ （趣
旨同
一）

82
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　p33の「米の輸出促進」について、「新たに輸出が開始
されたフィリピン等の販路開拓に取り組みます。」は削除
を希望する。フィリピンは３年前より輸出しており、あえて
強調する必要はなく、前項でアジアを強化としているので
不要である。

　御意見を踏まえ、具体的な取組の記載内容を修正しま
した。 Ａ （全

部反
映）

83 その他 その他 その他

　地域農業が、担い手不足などの諸問題を抱える中で、
それぞれの地域農業の在り方や農地利用の目標などを
掲げた「地域計画」が各地域で策定された。
　今後は、具体的な実践活動によって、着実に成果を確
保する必要があるが、このビジョンは、地域農業の再生
と振興を図るための広範な内容が盛り込まれているた
め、関係機関・団体が一体となった支援が強く求められ
る。
　こうした考えのもとに、新たに、岩手県農業再生協議会
を推進母体とする、「地域計画実践いわて運動（仮称）」
を全県的に推進するべき。

　県・関係団体で構成する岩手県地域計画推進協議会
が主催する県地域計画推進協議会や地方推進会議等
において、地域計画の実現に向けた取組や優良事例等
を共有し、関係機関・団体が一体となって取り組んでいき
ます。

Ｄ （参
考）

84 その他 その他 その他

　ビジョン全体の記載内容について、以下のように分かり
やすくすべきではないか。
（見直し前）
・　沖縄県と連携し、年２回の栽培試験により、気候変動
に対応した高温登熟耐性を持つ良食味品種の開発を加
速します。
（見直し後）
・　農業研究センターにおいて、高温登熟環境を再現で
きる栽培評価施設を整備し、高温登熟耐性を持つ米の
品種開発に取り組みます。
・　水稲の二期作ができる沖縄県の協力を得て、栽培試
験を行い、高温登熟耐性を持つ有望品種の開発期間の
短縮を図ります。

　御意見を踏まえ、ビジョン全体の記載内容を精査の
上、必要に応じ、見直しを行いました。

Ａ （全
部反
映）

85
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　「白銀のひかり」について、周知はもちろんであるが、
販売面、技術面をどのようにしていくかを整理していかな
ければならないと思う。

　県内外の量販店や中食・外食への販路拡大を図りな
がら、栽培マニュアルを活用した高品質・良食味米の生
産に取り組んでいきます。

Ｄ （参
考）

14



番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
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86 環境負荷低減と安全・安心な産地づくり － 具体的な取組

　環境負荷低減について、有機ＪＡＳ認証やグローバル
ＧＡＰに加え、Ｊ－クレジットについても勉強会などを開催
してほしいと思う。

　Ｊ－クレジット制度の活用は、温室効果ガスの削減に
有効であることから、制度の周知や取組事例の紹介等
について、具体的な取組に追記しました。

Ａ （全
部反
映）

87 その他 その他 その他

　ビジョンの策定に当たっては、実際に生産に携わる農
業者の声を聞きながら、進めてほしい。

　本ビジョンの策定に当たっては、様々な関係者から幅
広く意見を聴取するため、岩手県農政審議会のほか、県
内全ての市町村や農業協同組合長、生産者や農業団体
等との意見交換を実施しました。

Ｃ （趣
旨同
一）

88 本県農業の展望と農業生産の目標 本県農業の展望 －

　基幹的農業従事者が減少する一方で、農業産出額は
９位で、過去20年で最高額ということがあり、今後、こうし
たビジョンを持って進めていくことが重要だと考える。

　本ビジョンは、市町村・農業団体・生産者と一体となっ
て、本県の農業を強化していくため策定するものであり、
農業生産の目標を定めるとともに、農業生産の増大や、
人材の確保・育成などの方向性を示すものです。
　御意見も踏まえ、本県が我が国の食料供給基地として
の役割をしっかりと果たしていくことができるよう、本ビ
ジョンに基づく取組を着実に進めていきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

89
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　生産者が減少する中で、スマート農業技術などによっ
て、生産性の向上を図っていくことは、ますます重要に
なっていくと考える。

　御意見と同様の課題認識であり、「具体的な取組」にス
マート農業技術を活用した生産性向上の取組を位置付
けたところです。

Ｃ （趣
旨同
一）

90 本県農業の展望と農業生産の目標 農業生産の目標 －

　食料自給率などの農業生産の目標については、国の
動向なども踏まえながら設定していくことが重要だと思
う。

　本ビジョンは、「食料・農業・農村基本計画」も踏まえつ
つ、「いわて県民計画（2019～2028）」に掲げる政策をす
るため策定するものです。
　食料自給率などの農業生産の目標については、基本
計画など国の動向も踏まえ、設定しています。

Ｃ （趣
旨同
一）

91
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　令和６年８月以降、米の需要が非常に高まっており、
様々なところから米がほしいという話をいただいている状
況。事業者以外の一般の方々からも直接生産者から購
入したいという話しもある。
　こうした中で、米の輸出に力を入れていくとのことだが、
輸出できる量をどのように確保していくかが課題だと考
えている。
　輸出する前に、県民の食料を確保することの方が先な
のではないかと感じる。

　米の輸出を取り巻く状況は、近年、厳しい状況にありま
すが、これまで築いてきた販路を失うことがないよう、ま
た、主食用米の流通にも配慮しながら、農業団体や関係
機関等と連携して取り組んでいきます。

Ｄ （参
考）

92 その他 その他 その他

　ビジョンの概要版を見ると、具体的な取組が見えてこな
い。例えば、生産性向上については、どこの地域で、ど
のような品目をどのように伸ばしていくのかという部分が
わかりにくい。売り方にしても、どこに、どのように売って
いくのかが見えない。法人化についても、どのように進め
ていくのかといった具体策が見えない。
　具体的な取組を入れて、戦略をつくっていく必要がある
と思う。

　概要版においては、具体的な取組を要約し記載してい
ますが、ビジョン本体において、詳しく記載しています。

Ｆ （その
他）
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93 その他 その他 その他

　意見交換を実施したとのことだが、対象の組織・団体を
見ると、女性や若者の意見を聞く機会が少ないのではな
いかと疑問に感じる。
　農政審議会であれば、女性の割合の規定があり、ある
程度意見を聞くことができると思うが、これまで実施した
組織を見ると、女性や若者の意見を反映しにくいのでは
ないかと思う。
　農業では、現場で活躍している女性が多く、その現場
の声を聞くため、女性の声をもっとひろってほしいと思
う。

　御意見も踏まえ、岩手県農業法人協会岩手アグリ新世
会、岩手県農協青年組織協議会、岩手大学や岩手県立
大学等の学生との意見交換を実施しました。意見交換
の実施に当たっては、出席者のうち女性が占める割合を
考慮しました。
　また、意見交換でいただいた御意見については、内容
を検討し、ビジョンに反映しました。

Ｂ （一
部反
映）

94
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　学校給食への食材供給は、是非進めてほしいが、生
産者にとっては、価格や規格の部分で難しい部分があ
る。生産者が売りたくなるような価格規制の仕組みをつ
くってほしいと思う。

　学校給食の１食当たりの価格は、市町村により異なる
こと、また、農林水産物の価格は、全国的な需給に応じ
て決定されることから、価格等に関与することが難しいも
のと考えます。生産者が出荷したくなるような、学校給食
への県産食材の利用促進等に取り組んでいくための参
考とさせていただきます。

Ｄ （参
考）

95 本県農業の展望と農業生産の目標 本県農業の展望 －

　目指す姿３についてであるが、食料・農業・農村基本法
において、「多様な担い手」が重要であるとされ、そのこ
と自体は否定しない。
　一方、個人農家であっても、意欲があり、今後面積を拡
大して、将来は法人化したいという生産者がいる中で、こ
うした生産者向けの政策をつくっていってほしい。法人化
には、施設や農業機械の導入が必要であり、こうした部
分への支援が必要だと感じる。

　御意見を踏まえ、第６章「産地づくりを支える人材の確
保・育成」において、家族農業経営の経営環境の整備に
ついて、記載内容を修正しました。

Ａ （全
部反
映）

96
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　「生産基盤の強化」については、ほ場整備を是非進め
てほしい。

　御意見を踏まえ、「第４章　農業生産の増大に向けた
生産性・市場性の高い産地づくり」の「第３節　生産基盤
の強化」において、ほ場整備などの基盤整備の取組が
重要であることが分かるよう、より具体的な表現に変更し
ました。
　本ビジョンに基づき、ほ場整備を推進していきます。

Ａ （全
部反
映）

97 その他 その他 その他

　ビジョンの推進に当たっては、農業予算をしっかり確保
して進めていってほしい。

　本ビジョンは、農業生産の増大や人材の確保・育成な
どの方向性を示し、本県農業を強化するため策定するも
のです。
　ビジョンに盛り込んだ取組については、毎年度具体化
していくこととなりますが、御意見も踏まえ、取組の内容
や規模について、毎年度の予算編成において検討して
いきます。

Ｄ （参
考）

16
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（県の考え方）
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98
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　令和９年から水田政策を見直すという報道を見た。こ
れまで、減反政策の「減反」という言葉に、後ろめたさを
感じながら農業をやってきたのではないかと感じる。そう
いう大人を見てきた子どもたちが、農業をやりたくないと
感じる要因であったのではないかとも思う。
　今後、水田政策を見直すことで、これからは、意欲のあ
る子どもたちが、自分の農業をやりたいという環境に変
わってくるかもしれないと考えている。こうした部分を考
えながら、ビジョンをつくってほしいと思う。

　国では、水田政策を令和９年度から根本的に見直すこ
ととしており、県としても地域の実情に配慮し、意欲ある
農業者が将来にわたって安心して営農に取り組むことが
できる制度となるよう要望しており、引き続き、国の動向
を注視していきます。 Ｄ （参

考）

99
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　学校給食への食材供給について、是非重点的に取り
組んでほしい。

　「具体的な取組」において、産地直売所等による学校
給食等給食施設への食材供給に取り組んで行くこととし
ています。

Ｃ （趣
旨同
一）

100 その他 その他 その他

　岩手県中小企業家同友会には、農業経営者のほか、
地域産業の方々が、色々な地域から参加している。様々
な業種が集まっているが、農業に関わりたいという気持
ちを持った経営者もたくさんいる。
　このビジョンについても、色々な場面で共有できたらと
強く思うし、若手の経営者に説明会を行うなど、岩手県ら
しい中小企業団体ならではのつながる機会、交流という
ものができたらいいと考えている。

　御意見も踏まえ、岩手県中小企業家同友会の会員の
皆様との意見交換を実施しました。
　また、意見交換でいただいた御意見については、内容
を検討し、ビジョンに反映しました。 Ａ （全

部反
映）

101 その他 その他 その他

　農業・食料生産現場は大変厳しい状況で、農業従事者
がここ数年で大きく減少しており、この先、耕作放棄地が
一気に増加する時代が来るだろうと思う。
　そういったことを想定しながら、食料生産の在り方につ
いて、食料供給県と言われている我が県として、耕作放
棄地を出さないような施策を考えてほしい。

　地域計画に位置づけられた担い手等について、法人
化や経営規模の拡大、生産活動の効率化、農地の集
積・集約化など、経営基盤の強化の取組等を通じて対策
を講じていきます。

Ｄ （参
考）

102 その他 その他 その他

　農作物に対する野生鳥獣被害が、10年前に予測した
以上に大きくでてきている。大変厳しい状況にあり、そう
いったこともしっかりと想定しながら、農業生産基盤であ
る農地を次の時代につなげていく施策を考えてほしい。

　御意見を踏まえ、第４章「農業生産の増大に向けた生
産性・市場性の高い産地づくりの推進」において、鳥獣
被害防止対策を盛り込みました。

Ａ （全
部反
映）

103 その他 その他 その他

　日本全体を見た時に、食料自給率が40％も無いことが
先進国と言えるのか疑問である。食料を５割以上は自給
できるような体制を取り、次の時代につなげていくといっ
た施策を考えてほしい。

　本ビジョンは、食料自給率が100パーセントを超える本
県の強みをより一層発揮し、市町村・農業団体・生産者
と一体となって、本県の農業を強化していくため策定す
るものであり、農業生産の目標を定めるとともに、農業生
産の増大や、人材の確保・育成などの方向性を示すもの
です。
　ビジョンに盛り込んだ取組については、毎年度具体化
していくこととなりますが、取組の内容や規模について
は、御意見も踏まえ、毎年度の予算編成において検討し
ていきます。

Ｄ （参
考）

17



番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
反映状況

104 その他 その他 その他

　最終案の策定に当たっては、農政審議会、市町村、農
業協同組合などからいただいた意見をしっかり反映する
ことと、実効性のあるものとしてほしい。

　本ビジョンの策定に当たっては、様々な関係者から幅
広く意見を聴取するため、岩手県農政審議会のほか、県
内全ての市町村や農業協同組合長、生産者や農業団体
等との意見交換を実施しました。
　意見交換でいただいた御意見については、内容を検討
し、ビジョンに反映しました。

Ｂ （一
部反
映）

105 その他 その他 その他

　生産額や生産量は、右肩上がりのものだけでなく、現
状維持すらできないような場面が出てくると思う。中山間
地域が多い岩手県は、そういった部分をしっかりと守って
いかなければならないと考える。
　プラスの数字だけでなく、現状維持の部分も含めて、目
指すビジョンを示していってほしい。

　本ビジョンは、市町村・農業団体・生産者と一体となっ
て、本県の農業を強化していくため策定するものであり、
農業生産の増大や、人材の確保・育成などの方向性を
示すものです。
　農業生産の目標については、ビジョンに掲げる「目指す
姿」を踏まえ、生産者や農業団体等の意見交換を重ね、
共通理解を図りながら、設定したものです。

Ｃ （趣
旨同
一）

106 その他 その他 その他

　急激な人口減少の中で、具体的にどのようにして営農
の形を転換していくのかといった部分をイメージできるよ
うなビジョンにしたほうがよいと思う。

　本ビジョンでは、品目ごとの展開方向に加え、水田地
帯、中山間地域、沿岸地域における地域ごとの展開方
向を示しています。
　農業従事者の高齢化と基幹的農業従事者の減少が同
時に進む中、それぞれの地域が持つ強みを生かした生
産の姿を描くことを重視し、ビジョンを策定しています。

Ｃ （趣
旨同
一）

107 本県農業の展望と農業生産の目標 農業生産の目標 －

　令和10年度の目標値について、増加傾向とするのか、
又は、現状維持や減少傾向の目標値とするのか。生産
者にとっては、所得が上がらなければ、農業を続けるこ
とができないと思う。新規就農施策だけでなく、現在農業
を行っている方々が生計を維持できるような施策が必要
だと考える。

　本ビジョンは、市町村・農業団体・生産者と一体となっ
て、本県の農業を強化していくため策定するものであり、
農業生産の増大や、人材の確保・育成などの方向性を
示すものです。
　農業生産の目標については、ビジョンに掲げる「目指す
姿」を踏まえ、生産者や農業団体等の意見交換を重ね、
共通理解を図りながら、設定したものです。
　また、ビジョンに盛り込んだ取組については、毎年度具
体化していくこととなりますが、取組の内容や規模につい
ては、御意見も踏まえ、毎年度の予算編成において検討
していきます。

Ｄ （参
考）

108 その他 その他 その他

　農業者が減少する中で、生産を維持できるか不安に感
じている。農業者の減少をカバーできるような政策を打ち
出してほしい。

　本ビジョンでは、品目ごとの展開方向に加え、水田地
帯、中山間地域、沿岸地域における地域ごとの展開方
向を示しています。
　農業従事者の高齢化と基幹的農業従事者の減少が同
時に進む中、それぞれの地域が持つ強みを生かした生
産の姿を描くことを重視し、ビジョンを策定しています。
　ビジョンに盛り込んだ取組については、毎年度具体化
していくこととなりますが、御意見を参考に検討していき
ます。

Ｄ （参
考）

109
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　「金色の風」の作付面積がなかなか増えないという現
状の中で、今後、どのようにして巻き返しを図っていくの
か。

　「金色の風～雅～」や特別栽培米の更なる評価向上に
よる価格への反映等を図るとともに、実需者等の評価を
生産者にフィードバックしていくことにより、生産者の意欲
向上につなげ、作付面積を維持・拡大を推進していきま
す。

Ｄ （参
考）
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検討結果

（県の考え方）
決定への
反映状況

110
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　県有種雄牛について、菊美翔平は好調だが、今後、ど
のように取り組んでいくのか。

　本ビジョンに記載のとおり、ゲノム解析技術等を活用
し、脂肪交雑やロース芯面積等、産肉能力が高い種雄
牛を早期に造成するほか、牛肉の美味しさに関わる「脂
肪の質・形状」などの指標の活用により、他県種雄牛と
の差別化を図ります。
　種雄牛の造成については、令和６年１月から５月にか
けて、県、全農、農協等で組織する「いわて和牛改良増
殖対策事業推進協議会」において、生産者と意見交換を
行い、その内容も踏まえた今後の種雄牛造成の方向性
を共有し、進めているところです。

Ｆ （その
他）

111
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　畜産農家は、資材価格の高騰に加え、子牛価格の低
迷などにより、廃業している方もおり、手厚い支援が必要
だと感じる。

　県ではこれまで、補正予算により、飼料や肥料の購入
費の上昇分に対する補助や、酪農経営や和牛繁殖経営
への影響を緩和するための支援を実施してきました。
　飼料価格等が高止まりし、酪農、肉用牛経営が厳しい
経営環境にある中、 本ビジョンに記載した取組は、生産
性の向上や飼料基盤の活用等により、畜産経営体の体
質強化を図るものです。

Ｆ （その
他）

112
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　子実用とうもろこしについて、単独市町村で循環させる
ことは難しいため、大きなまとまりの中で取り組んでいく
と、県内流通ができるようになるのではないか考えてい
る。

　子実用とうもろこしについては、家畜への給与を行う畜
産経営体の個々のニーズに合わせた生産・供給が必要
であることから、耕種農家と畜産経営体のマッチングに
取り組んでいきます。

Ｄ （参
考）

113
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　ＷＣＳの推進については、水田の維持の面からも重要
だと考えている。

　県としても、水田を活用した飼料作物の生産が、外部
環境に左右されない畜産経営の確立とともに水田の維
持の面からも必要と考え、本ビジョンにも盛り込んでいる
ところです。

Ｃ （趣
旨同
一）

114
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　耕畜連携が記載されているが、特に、酪農家は自分で
飼料を賄うか、輸入に変えるという動きがあり、国産飼料
を使わない傾向にあるが、どのように耕畜連携を進めて
いくのか。

　県内において、稲作経営体から大規模酪農経営体へ
稲WCSを供給する取組が行われており、そうした事例を
モデルに、品質・価格・保管場所等の流通の条件を調査
し、情報提供するとともに、耕種と畜産のマッチングを図
り、連携を強化していきます。

Ｆ （その
他）

115
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　人口が減少していく中で、農業法人や大規模経営を増
やして維持していくという方向性と思われるが、それだけ
だと、沿岸地域や中山間地域では耕作放棄地が増えて
いくのではないかと考えられる。人を残す、地域に人が
残るような施策を考えていかなければならず、そうした内
容が盛り込まれると、地域としても進めやすいと思う。

　本県の中山間地域では、不利な生産条件の中で、小
規模・兼業農家など、多くの生産者が生産活動に携わっ
ており、こうした多様な生産者が参画し、農業生産や地
域活動の活性化を通じて、活力ある農業・農村を実現し
ていくことが重要です。
　本ビジョンにおいては、中山間地域が有する特性を生
かした農畜産物の産地力向上に加え、小規模・家族経
営を中心とする集落営農組織等の経営規模の拡大など
に取り組むこととしています。

Ｃ （趣
旨同
一）

116
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　中山間地域は、そもそも人がいなくなってきている中
で、農地の維持管理が大変になってきている。施設野菜
の生産性向上について、どの地域で、どのように進めて
いくことを想定しているのか。

　トマトやピーマンを栽培するパイプハウスにおいて、実
証展示ほでの現地研修会等により、本県独自の低コスト
環境制御技術の導入など、単収向上に向けた取組を中
山間地域においても推進していきます。

Ｄ （参
考）
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117
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　中山間地域の具体的な取組として、施設野菜の生産
性向上が掲げられているが、実体としては露地野菜が
中心となっており、この部分への支援も検討してほしい。

　地域の気象特性を生かした露地野菜の生産振興につ
いては、引き続き、ＪＡ生産部会を核とした産地の体質強
化に取り組むとともに、国事業等を活用した機械・施設
の導入を支援していきます。

Ｄ （参
考）

118
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　ぶどうやリンゴについて、新品種や気候変動に対応し
た品種を推奨していくこととされているが、果樹の改植へ
の支援を盛り込んでほしい。

　消費者や実需者のニーズが高い優良品種への転換を
推進するため、産地の計画的な新改植を支援することと
し、具体的な取組に記載しています。

Ｃ （趣
旨同
一）

119
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　米の輸出は価格設定が問題であり、現実的に厳しい
が、今後、どのように取り組んでいくのか。

　米の輸出については、今後の動向を注視し、引き続
き、品質の高さを評価いただきながら、関係機関・団体と
連携して進めていきたいと考えています。

Ｄ （参
考）

120
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　大規模な担い手や組織に農地を集約する中で、生産
効率を高めるためには、基盤整備は必要だと思う。

　御意見を踏まえ、「第４章　農業生産の増大に向けた
生産性・市場性の高い産地づくり」の「第３節　生産基盤
の強化」において、ほ場整備などの基盤整備の取組が
重要であることが分かるよう、より具体的な表現に変更し
ました。
　本ビジョンに基づき、基盤整備を推進していきます。

Ａ （全
部反
映）

121
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　ほ場整備について、事業期間が長くなってきており、事
業期間の短縮に努めてほしい。

　御意見を踏まえ、「第４章　農業生産の増大に向けた
生産性・市場性の高い産地づくり」の「第３節　生産基盤
の強化」において、ほ場整備などの基盤整備の取組が
重要であることが分かるよう、より具体的な表現に変更し
ました。
　さらに、基盤整備の早期完了に向けて、必要な予算の
確保に努めつつ、整備コストの縮減を図ることとしてお
り、具体的には別途「農業農村整備事業コスト縮減計画
（2025～2028）」を策定し鋭意取組を進めているところで
す。

Ａ （全
部反
映）

122 その他 その他 その他

　地域計画の策定の際、農家の話を聞くと、鳥獣被害が
多く、農業に取り組みにくいという意見が多い。素案で
は、鳥獣被害防止対策が盛り込まれていないが、最終
案に盛り込んでほしい。

　御意見を踏まえ、第４章「農業生産の増大に向けた生
産性・市場性の高い産地づくりの推進」において、鳥獣
被害防止対策を盛り込みました。

Ａ （全
部反
映）

123 その他 その他 その他

　ニホンザル、イノシシによる農作物被害が顕著であり、
農作物を守るという観点から、鳥獣被害防止対策を盛り
込んでほしい。

　御意見を踏まえ、第４章「農業生産の増大に向けた生
産性・市場性の高い産地づくりの推進」において、鳥獣
被害防止対策を盛り込みました。

Ａ （全
部反
映）

124 環境負荷低減と安全・安心な産地づくり － 具体的な取組

　有機農業やオーガニックの推進について、県と足並み
をそろえていく必要があると考えているが、この部分につ
いて、どの程度まで書き込んでいくのか。

　有機農業の推進の取組として、有機農産物等アドバイ
ザーの派遣や、技術交流会の開催について記載してい
ます。また、指標として、「有機農業の取組面積」を掲げ
ました。

Ｆ （その
他）

125 環境負荷低減と安全・安心な産地づくり － 具体的な取組

　有機農業について、現在は、できる人が実践している
状況にあり、大規模に水稲を作付けしている農業者など
も取り組めるようになれば、拡大していくのではないか。

　第５章「環境負荷低減と安全・安心な産地づくり」の具
体的な取組において、有機農業の技術交流会の開催を
位置付けており、大規模な経営体の参加を誘導していき
ます。

Ｃ （趣
旨同
一）
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126 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　新規就農希望者が、空いている牛舎などを把握できる
仕組みや、第３者継承を円滑に行う仕組みを盛り込んで
ほしい。

　人材の確保・育成に向けては、第三者継承等の円滑な
経営継承の推進が重要となることから、第三者継承支援
体制の強化について、追記しました。

Ａ （全
部反
映）

127 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　岩手の農業の魅力発進、農業を体験する機会の充実
といったような取組を盛り込んでほしい。小中学校の児
童・生徒や、若い世代の就農意欲の喚起が重要であると
感じる。

　第６章「産地づくりを支える人材の確保・育成」の具体
的な取組において、若い世代の就農意欲の喚起を盛り
込んでおり、関係機関・団体と連携して取り組んでいきま
す。

Ｃ （趣
旨同
一）

128 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　農業機械が高額となっており、個人農家は更新ができ
ない状況にある。これまでは、生産拡大ということで、法
人の育成を行ってきたが、広大な農地を法人だけで維持
するのは難しくなってきている。多様な経営体への手厚
い支援が必要であり、その上で、法人を伸ばして、全体
として農地を守っていくような施策が重要となってきてい
るのではないか。

　地域農業を先導し、雇用の受け皿となるリーディング経
営体を育成するため、「岩手県農業経営・就農支援セン
ター」から税理士や中小企業診断士などの専門家を派
遣するとともに、現地支援チームによるきめ細かなサ
ポートを実施することにより、法人化、経営規模の拡大
や効率化、多角化の取組を推進していきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

129 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　担い手不足が深刻であり、国の事業要件から外れるよ
うな、親元就農や、50歳を超えるような方でも新規就農
をしてもらえるような対策や支援も考えていかなければ
ならないと思う。

　第６章「産地づくりを支える人材の確保・育成」の具体
的な取組において、関係機関・団体と連携した総合的な
新規就農対策の推進や円滑な経営継承の推進を盛り込
んでおり、関係機関・団体と連携して取り組んでいきま
す。

Ｃ （趣
旨同
一）

130 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　農家をサポートしていく体制をどのように構築していく
のか、という視点が必要ではないか。

　生産現場の人手不足や生産性向上等の課題に対応す
るため、農業者の下支えとなる農作業の受託や機械等
のリース・レンタル、人材派遣など、労働力確保等をサ
ポートする農業支援サービス事業体の育成や活用を推
進します。

Ｃ （趣
旨同
一）

131 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　法人化を進めてはいるが、地域農業を支えているのは
家族経営や小規模経営という実態がある。こうした農家
への支援を検討してほしい。

　御意見を踏まえ、第６章「産地づくりを支える人材の確
保・育成」において、家族農業経営の経営環境の整備に
ついて、記載内容を修正しました。

Ａ （全
部反
映）

132 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　担い手のみで、将来的に全ての農地を担っていくこと
は不可能だと感じている。今後、土地の利用を含め、担
い手と、担い手ではないが地域の中核的な農家とを分け
て支援していくことが必要と考えている。

　これまで、地域での話合いにより、地域農業マスタープ
ランを作成・実行してきましたが、今後、高齢化や人口減
少の本格化により農業者の減少や耕作放棄地が拡大
し、地域の農地が適切に利用されなくなることが懸念さ
れます。
　今後は、若年者や女性を含む幅広い意見を取り入れ
ながら、地域の関係者が一体となって話し合い策定され
た地域計画の実現に向けて支援する必要があると考え
ています。
　御意見を踏まえ、第６章「産地づくりを支える人材の確
保・育成」の具体的な取組について、記載内容を修正し
ました。

Ｂ （一
部反
映）

133 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　集落営農組織について、任意組合のままのところもあ
れば、法人化したところもある。今後、育成という観点
で、どのように進めていくのか。

　御意見を踏まえ、第６章「産地づくりを支える人材の確
保・育成」の部隊的な取組において、集落営農の組織体
制の強化への支援を追記しました。

Ｂ （一
部反
映）
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134 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　担い手が不足する中、地域計画の策定は、将来どのよ
うに営農していくかということを考えるきっかけになった。
今後は、策定して終わりではなく、地域計画を具体化し
ていくため、講習会や講演会といった全県的な取組を
行っていく必要があると考える。

 　地域計画の実現に向けた取組事例を共有するととも
に、地域の実情にあった、様々な事業を活用しながら、
関係機関・団体と連携しながら研修会等も含めて取り組
んでいきます。
　御意見のとおり、地域計画の見直しについては全県的
な取組を行っていくことが必要と考えれることから、記載
内容を修正しました。

Ｂ （一
部反
映）

135 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　農業者、担い手だけでなく、今後の人口減少を見据
え、非農家といった方々にも農業に関わってもらえるよう
な施策が必要だと思う。

　これまで、地域での話合いにより、地域農業マスタープ
ランを作成・実行してきましたが、今後、高齢化や人口減
少の本格化により農業者の減少や耕作放棄地が拡大
し、地域の農地が適切に利用されなくなることが懸念さ
れます。
　今後は、若年者や女性を含む幅広い意見を取り入れ
ながら、地域の関係者が一体となって話し合い策定され
た地域計画の実現に向けて支援する必要があると考え
ています。
　御意見を踏まえ、第６章「産地づくりを支える人材の確
保・育成」の具体的な取組について、記載内容を修正し
ました。

Ｂ （一
部反
映）

136 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　本来であれば、家族経営単位、中小規模の農家が生
計を立てられるような営農ができるようになることが必要
だと思う。

　御意見を踏まえ、第６章「産地づくりを支える人材の確
保・育成」の具体的な取組について、記載内容を修正し
ました。

Ａ （全
部反
映）

137 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　アプリを活用し、農業者と農業者ではない人とを結びつ
ける取組を県全体で取り組んでほしい。

　県では、就業を希望する高校生やＵ・Ｉターン希望者、
子育て世代、シニア世代、民間企業の副業希望者、農
業を副業的に営む経営体、外国人材などの多様な働き
手を確保する取組を促進します。

Ｃ （趣
旨同
一）

138 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　集落営農組織の構成員の高齢化が進む中、広域化と
いった取組も必要になってきていると思う。

　御意見を踏まえ、第６章「産地づくりを支える人材の確
保・育成」の具体的な取組について、記載内容を修正し
ました。

Ｂ （一
部反
映）

139 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　多様な生産者の参画が記載されているが、企業、家族
経営、中小規模の農家、非農家など、どのような生産者
を想定しているのか。

　地域農業の核となる経営体に加え、企業や小規模・兼
業農家企業、集落営農組織、新規就農者、農業サービ
ス事業体などを想定しています。

Ｆ （その
他）

140 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　地域農業を維持していくためには、法人化した大規模
経営体のみならず、小規模な経営体への支援も必要と
考える。

　御意見を踏まえ、第６章「産地づくりを支える人材の確
保・育成」の具体的な取組について、記載内容を修正し
ました。

Ａ （全
部反
映）

141 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　第三者継承について、県全体で情報を共有できるよう
な仕組みを構築してほしい。

　人材の確保・育成に向けては、第三者継承等の円滑な
経営継承の推進が重要となることから、第三者継承支援
体制の強化について、追記しました。

Ａ （全
部反
映）
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142 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　人口減少下において、多様な農業人材の確保は重要
である。生産強化ビジョンにおいて、より具体的な内容を
記載してほしい。

　県では、就業を希望する高校生やＵ・Ｉターン希望者、
子育て世代、シニア世代、民間企業の副業希望者、外
国人材などの多様な働き手を確保する取組を促進しま
す。

Ｃ （趣
旨同
一）

143 その他 その他 その他

　試験研究やドローンといった、最新技術の活用につい
て、県と連携して進めていきたいと考えている。

　スマート農業技術の普及には、関係機関・団体との連
携が不可欠であり、現場のニーズを把握しながら、試験
研究や現地実証、研修会の開催など、連携した取組を
進めていきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

144 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　岩手県が持続可能な畜産県として維持・拡大していく
ためには、円滑な経営継承が必要である。リスト化する
などし、重要な経営資源を次の世代にスムーズに移行で
きる体制を整えほしいと思う。

　人材の確保・育成に向けては、第三者継承等の円滑な
経営継承の推進が重要となることから、第三者継承支援
体制の強化について、追記しました。

Ａ （全
部反
映）

145
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　共同利用施設の老朽化が課題となっており、今後の生
産基盤をどのように再構築するかが重要だと考えてい
る。

　農業共同利用施設の計画的な再編、整備に向け、国
事業が採択されるよう計画策定等を支援していきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

146 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　大規模経営体が増加してきているが、これ以上、農地
の受け皿となるには厳しい現状にあると感じる。

　これまで、地域での話合いにより、地域農業マスタープ
ランを作成・実行してきましたが、今後、高齢化や人口減
少の本格化により農業者の減少や耕作放棄地が拡大
し、地域の農地が適切に利用されなくなることが懸念さ
れます。
　今後は、若年者や女性を含む幅広い意見を取り入れ
ながら、地域の関係者が一体となって話し合い策定され
た地域計画の実現に向けて支援する必要があると考え
ています。
　御意見を踏まえ、第６章「産地づくりを支える人材の確
保・育成」の具体的な取組について、記載内容を修正し
ました。

Ｂ （一
部反
映）

147 その他 その他 その他

　国の５年間の集中投資という方針が示されていること
から、県も、今後５年間で生産基盤の整備に向けて、関
係団体とともに取り組んでほしい。

　国では、平時からの食料安全保障を実現する観点か
ら、初動５年間で農業の構造転換を集中的に推進するこ
ととしています。
　生産基盤の整備など、ビジョンに盛り込んだ取組につ
いては、こうした国の対策も活用し、関係団体と連携しな
がら、毎年度具体化していくこととしており、御意見につ
いては、今後の取組の推進に当たり参考とさせていただ
きます。

Ｄ （参
考）

148 その他 その他 その他

　米の値段は上昇しているが、毎年一定の価格で推移
することが農家には必要だと思う。

　米の生産流通は、都道府県単位では完結せず、国全
体での対応が必要であることから、国に対し国主導によ
る実効的な対策を推進するよう要望しています。

Ｄ （参
考）
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149
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　畜産については、産業動物獣医師の確保が課題であ
り、県からの支援をお願いしたいと考えている。

　獣医療の安定的な提供に向けては、引き続き、広域振
興局が主体となり地元の市町村や農業協同組合等と検
討を重ねながら、各地域の実情に応じた獣医療が継続
して提供されるよう取り組んでいます。
　また、昨年度から、今後の獣医療提供体制のあり方に
ついて、県獣医師会や関係団体等と意見交換を始め、
広域的な人材の活用や遠隔診療を活用した診療の効率
化などを検討しており、今後も、大学や関係機関・団体
等と連携しながら、獣医師確保に積極的に取り組んでい
きます。

Ｂ （一
部反
映）

150 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　持続可能ではなく、儲かる農業にしなければならないと
いうのが大前提であり、素案においては、中小規模の農
家の支援の方向性が薄いと感じる。

　御意見を踏まえ、第６章「産地づくりを支える人材の確
保・育成」の具体的な取組について、記載内容を修正し
ました。

Ａ （全
部反
映）

151
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　水稲の品種構成について、市場評価が高い品種構成
をどうするか考える必要がある。

　「いわてのお米ブランド化生産・販売戦略」及び「水稲
品種選定と栽培管理指導方針」に基づき定めている品
種配置計画により、農業団体等と実需者との結びつき状
況等を踏まえながら適地適品種を推進しています。

Ｄ （参
考）

152
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　県有種雄牛について、良質な肉牛生産につなげていく
ようなグランドデザインが必要である。

　本ビジョンに記載のとおり、ゲノム解析技術等を活用
し、脂肪交雑やロース芯面積等、産肉能力が高い種雄
牛を早期に造成するほか、牛肉の美味しさに関わる「脂
肪の質・形状」などの指標の活用により、他県種雄牛と
の差別化を図ります。
　種雄牛の造成については、令和６年１月から５月にか
けて、県、全農、農協等で組織する「いわて和牛改良増
殖対策事業推進協議会」において、生産者と意見交換を
行い、その内容も踏まえた今後の種雄牛造成の方向性
を共有し、進めているところです。

Ｄ （参
考）

153
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　米政策については、もっと積極的な取組が必要で、基
盤整備を前提に米以外の生産性のある作物導入を進め
るべきである。また、大豆の収量・品質低下の背景には
水田での栽培による排水問題があり、水田農業の抜本
的な対策が必要であると感じる。

　地域特性を生かした野菜等の高収益作物や麦・大豆
等の転換作物の作付拡大等を図り、生産者の所得確
保・向上に取り組んでいます。
　大豆の収量・品質向上に向け、国事業を活用した湿害
対策技術や機械の導入等を支援していきます。

Ｄ （参
考）

154 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　担い手の確保については、家族内の経営移譲だけで
なく第三者継承が重要。団体だけでなく県や市町村との
協力が必要である。

　人材の確保・育成に向けては、第三者継承等の円滑な
経営継承の推進が重要となることから、第三者継承支援
体制の強化について、追記しました。

Ａ （全
部反
映）

155 環境負荷低減と安全・安心な産地づくり － 具体的な取組

　岩手の農畜産物が安全・安心であることを県としても
PRしていただきたい。

　第５章「環境負荷低減と安全・安心な産地づくり」の具
体的な取組において、環境負荷低減により生産された農
産物の流通・消費の促進を盛り込み、販路の拡大や理
解の情勢を進めていくこととしています。

Ｃ （趣
旨同
一）

156 その他 その他 その他

　鳥獣被害については、山間地では深刻な問題。抜本的
な解決は難しいが、対策を盛り込んでほしい。

　御意見を踏まえ、第４章「農業生産の増大に向けた生
産性・市場性の高い産地づくりの推進」において、鳥獣
被害防止対策を盛り込みました。

Ａ （全
部反
映）
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157
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　中山間地域で魅力ある農業ができるよう、安定した生
産生活ができる作物の紹介や提示をお願いしたい。

　中山間地域においては、小面積でも収益が確保できる
品目としてトマトやピーマン等の生産振興に取り組んで
いるところです。また、温暖化などを見据えた産地づくり
が重要であることから、今後、温暖化に対応した品目の
導入検討などを進めていきます。

Ｆ （その
他）

158 環境負荷低減と安全・安心な産地づくり － 具体的な取組

　資材価格高騰の中で、地域資源を活用した低コスト化
のための対策を盛り込んでほしい。

　第５章「環境負荷低減と安全・安心な産地づくり」の具
体的な取組において、堆肥等の地域資源の活用を盛り
込み、供給可能な堆肥の情報をホームページ等で発信
するとともに、堆肥のペレット化等を推進していきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

159 その他 その他 その他

　鳥獣被害が深刻であり、対策を盛り込んでほしい。 　御意見を踏まえ、第４章「農業生産の増大に向けた生
産性・市場性の高い産地づくりの推進」において、鳥獣
被害防止対策を盛り込みました。

Ａ （全
部反
映）

160 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　中山間地域が多い地域では、兼業農家対策をしっかり
行わない限り、予測を超えたスピードで農家が減少して
いくと思う。

　本県の中山間地域では、不利な生産条件の中で、小
規模・兼業農家など、多くの生産者が生産活動に携わっ
ており、こうした多様な生産者が参画し、農業生産や地
域活動の活性化を通じて、活力ある農業・農村を実現し
ていくことが重要です。
　本ビジョンにおいては、中山間地域が有する特性を生
かした農畜産物の産地力向上に加え、小規模・家族経
営を中心とする集落営農組織等の経営規模の拡大など
に取り組むこととしています。

Ｃ （趣
旨同
一）

161 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　若い農業者として「稼げる農業」を前提に発展していき
たいと考えている。農地集積をもっと加速的に進めること
で、やりやすい環境をつくれば、新規就農者も増えていく
と思う。

　今後は、若年者や女性を含む幅広い意見を取り入れ
ながら、地域の関係者が一体となって話し合い策定され
た地域計画の実現に向けて支援する必要があると考え
ています。
　御意見を踏まえ、第６章「産地づくりを支える人材の確
保・育成」の具体的な取組について、記載内容を修正し
ました。

Ｂ （一
部反
映）

162
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　輸出については、オール岩手で取り組み、海外でも認
知されていくようにするべきである。

　輸出先国での県産農林水産物の認知度向上、販路拡
大に向けて、農業団体、市町村及び関係団体等と連携
して取り組んでいきます。

Ｄ （参
考）

163 環境負荷低減と安全・安心な産地づくり － 具体的な取組

　女性の目線からは、安全で安心な食べ物を生産・消費
できることが大切だと考えている。

　第５章「環境負荷低減と安全・安心な産地づくり」の具
体的な取組において、環境負荷低減を図る取組と、環境
負荷低減により生産された農産物の流通・消費を促進す
る取組を盛り込んでいます。

Ｃ （趣
旨同
一）

164
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　岩手の安全で安心な農産物をもっとアピールし、オー
ル岩手として農産物をPRしていくべきだと思う。

　トップセールスや量販店や飲食店等の民間企業と連携
しキャンペーンやフェアの開催など、販売促進や産地の
評価・信頼向上に取り組んでいきます。

Ｄ （参
考）
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165
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　県オリジナル水稲新品種「白銀のひかり」については、
農家の期待が大きい。どこの誰に食べてもらうのかとい
う販売戦略と、まだ確立していない栽培技術の両面から
取り組む必要があると思う。

　県内外の量販店や中食・外食への販路拡大を図りな
がら、栽培マニュアルを活用した高品質・良食味米の生
産に取り組んでいきます。

Ｄ （参
考）

166
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　知事によるトップセールスの効果は大きいと思う。生産
者の手取りが残るような体制で輸出を進めていきたいと
考えている。

　輸出先国での県産農林水産物の認知度向上、販路拡
大、生産者の収益向上に向けて、農業団体、市町村及
び関係団体等と連携して取り組んでいきます。

Ｄ （参
考）

167
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　輸出については、輸送コストやリスクなどの課題が多
いため、農業団体や行政が一体となった取組が必要だ
と考えている。

　輸出先国での県産農林水産物の認知度向上、販路拡
大に向けて、農業団体、市町村及び関係団体等と連携
して取り組んでいきます。

Ｄ （参
考）

168
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　輸出の最大の問題は、単価だと思う。 　米の輸出については、今後の動向を注視し、引き続
き、品質の高さを評価いただきながら、関係機関・団体と
連携して進めていきたいと考えています。

Ｄ （参
考）

169
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　米の生産量が年々減少しており、輸出に回せる量はあ
まりないのが現実。生産者の手取りが確保できなければ
出荷は難しいと思う。

　輸出先国での県産農林水産物の認知度向上、販路拡
大、生産者の収益向上に向けて、農業団体、市町村及
び関係団体等と連携して取り組んでいきます。

Ｄ （参
考）

170
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　輸出は岩手県一本、オール岩手として取り組むべきだ
と思う。

　輸出先国での県産農林水産物の認知度向上、販路拡
大に向けて、農業団体、市町村及び関係団体等と連携
して取り組んでいきます。

Ｄ （参
考）

171
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　国内で米が足りない状況での輸出については、調整が
必要だと思う。ただし、輸出自体に反対するわけではな
く、オール岩手として進めるべきだと考える。

　米の輸出を取り巻く状況は、近年、厳しい状況にありま
すが、これまで築いてきた販路を失うことがないよう、農
業団体、市町村及び関係団体等と連携して取り組んで
いきます。

Ｄ （参
考）

172
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　外国人旅行客が増加している中で、来日している外国
人に日本の農産物をもっと消費してもらうという発想も重
要ではないかと考えている。

　「岩手ならでは」を求めて来県する外国人観光客等の
ニーズに応える、魅力ある生産者等の地域資源を活用
した取組を促進していきます。

Ｄ （参
考）

173 その他 その他 その他

　意見交換の場は定期的に設けるべきだと思う。現場の
声と行政の対応が直接つながる貴重な機会である。

　本ビジョンの策定に当たっては、様々な関係者から幅
広く意見を聴取するため、岩手県農政審議会のほか、県
内全ての市町村や農業協同組合長、生産者や農業団体
等との意見交換を実施しました。
　ビジョンの推進に当たっても、策定過程と同様、定期的
な意見交換を通じ、県と市町村・農業団体等との連携を
一層強化します。

Ｃ （趣
旨同
一）
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174 その他 その他 その他

　生産強化ビジョンについては実効性が重要であり、絵
に描いた餅にならないよう、しっかりとした考えに基づい
たビジョンをつくり上げていってほしい。

　本ビジョンは、「食料・農業・農村基本計画」も踏まえつ
つ、「いわて県民計画（2019～2028）」に掲げる政策を一
層推進するとともに、本県農業を強化するため本県農業
を強化するため策定するものです。
　策定に当たっては、様々な関係者から幅広く意見を聴
取するため、岩手県農政審議会のほか、県内全ての市
町村や農業協同組合長、生産者や農業団体等との意見
交換を実施しました。
　こうした御意見や、本県農業の現状と課題を踏まえ、
本ビジョンにおいて、本県の農業生産の増大や、人材の
確保・育成の方向性を示していきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

175
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　沿岸地域での獣医師確保について、更に対策を強化
するような内容としてほしい。

　獣医療の安定的な提供に向けては、引き続き、広域振
興局が主体となり地元の市町村や農業協同組合等と検
討を重ねながら、各地域の実情に応じた獣医療が継続
して提供されるよう取り組んでいます。
　また、昨年度から、今後の獣医療提供体制のあり方に
ついて、県獣医師会や関係団体等と意見交換を始め、
広域的な人材の活用や遠隔診療を活用した診療の効率
化などを検討しており、今後も、大学や関係機関・団体
等と連携しながら、獣医師確保に積極的に取り組んでい
きます。

Ｂ （一
部反
映）

176
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　高温対策について、水稲に関する記述はあるが、野菜
に関する具体的な取組はないのか。野菜でも、高温対策
は喫緊の課題であると感じる。

　農業研究センターにおいて、高温下でも収量・品質の
低下しにくい品種の選定や高温対策技術等の開発に取
り組むこととしており、第８章「試験研究の推進」に記載し
ています。

Ｃ （趣
旨同
一）

177
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　「もも」等の新品目の導入に取り組むとのことだが、「も
も」以外にも候補はあるのか。りんごにおいて、高温によ
る着色不良が深刻化しており、「もも」への転換の動きが
あるが、「もも」と早生のりんごとを近接して栽培した場
合、農薬のドリフトの問題が懸念され、園地をそれぞれ
が離れた場所に集約する必要も出てくる。りんご以外の
新たな品目を検討していくのか。又は、「もも」の全面的
な導入を目指しているのか。

　　「もも」等の新品目の導入については、温暖化による
着色不良等の発生リスクが高いりんご早生品種に代わ
る有望な品目として、品種選抜や優良品種の作付実証
に取り組むものです。
　　「もも」以外の新品目としては、一斉収穫が可能で、り
んごとの作業親和性が優れている「西洋なし」を候補とし
ています。

Ｄ （参
考）

178
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　20年前にほ場整備事業で暗きょ排水を整備していただ
き、作業がしやすくなったが、20年が経過し、排水効果が
低くなってきている。暗きょ排水の再整備について、ビ
ジョンに盛り込んでほしい。

　本ビジョンの中で、排水改良し推進することとしており、
暗渠排水は、新規整備、再整備に関わらずこれらに含ま
れます。

Ａ （全
部反
映）

179 環境負荷低減と安全・安心な産地づくり － 具体的な取組

　「環境負荷低減と安全安心な産地づくり」は、とても良
い政策だと思うが、実際には、例えば有機農業では、従
来の栽培方法よりも手間がかかるのに価格に反映され
にくいという課題がある。そこのコストを価格に適切に転
嫁できるよう、消費者への啓発活動もセットで盛り込んで
ほしい。

　第５章「環境負荷低減と安全・安心な産地づくり」の具
体的な取組において、環境負荷低減を図る取組と、環境
負荷低減により生産された農産物の流通・消費を促進す
る取組を盛り込んでいます。

Ｃ （趣
旨同
一）
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180 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　親元就農や第三者継承の希望者に対する円滑な経営
継承は大変よい取組だと思う。こういった取組への支援
を手厚くしてほしい。

　人材の確保・育成に向けては、第三者継承等の円滑な
経営継承の推進が重要となることから、第三者継承支援
体制の強化について、追記しました。

Ａ （全
部反
映）

181
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　中山間地域の取組として、酪農ヘルパーやコントラク
ターなど外部支援組織の体制強化が盛り込まれている
が、岩手県では、和牛繁殖ヘルパーを導入する考えは
あるか。和牛繁殖や肥育の分野でも、ヘルパー事業が
あれば活用したい人が増えると思う。

　肉用牛ヘルパーについては、JAが中心となって運営
し、肉用牛の飼養管理や市場上場時の家畜輸送などを
行う組織が５組織あります。本ビジョンは、酪農ヘルパー
やコントラクター、キャトルセンターなどの法人化や人材
確保を促進するものです。

Ｄ （参
考）

182
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　耕畜連携を一層進めるべき。酪農家が求めるＷＣＳと
稲作農家がつくるＷＣＳとの間には認識の違いがあり、
稲作農家に丸投げするのではなく、より良いものができ
る仕組みづくりが必要であると感じる。

　県内において、稲作経営体から大規模酪農経営体へ
稲WCSを供給する取組が行われており、そうした事例を
モデルに、品質・価格・保管場所等の流通の条件を調査
し、情報提供するとともに、耕種と畜産のマッチングを図
り、連携を強化していきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

183
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　中山間地域や条件の悪いほ場では、ロボットトラクタが
適さない土地が多いと感じる。そのためにも、米だけでな
く、将来的にほかの作物も栽培できるよう、基盤整備を
一層進めるべき。

　第７章「地域ごとの展開方向」の第２節「中山間地域」
において、地域の特性に応じた基盤整備の推進の取組
を盛り込みし、中山間地域等のほ場においてもきめ細か
な基盤整備を推進していきます。

Ａ （全
部反
映）

184
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　スマート農業技術の活用について、野菜栽培で温度や
二酸化炭素濃度などのモニタリングデータを収集してい
るが、データの生かし方が分からないのが実情である。
データの活用方法への支援などを盛り込んでほしい。

　本ビジョンは、農業生産の増大などの方向性を示すも
のであるため、スマート農業技術の活用方法までは明記
していませんが、御意見と同様の課題認識であり、今後
の農業ＤＸ推進の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ （参
考）

185
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　りんごの花粉について、現在、中国で火傷病が発生し
た影響で中国産花粉の輸入が止まっている。県内の農
家は自家採取の花粉を使用していると思うが、生産者の
高齢化が進むにつれ、花粉採取の作業が負担となる。
大規模な産地で花粉を安定供給できるような拠点づくり
を検討してほしい。

　御意見を踏まえ、花粉の安定供給について、第４章「農
業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産地づく
り」の具体的な取組において、花粉の安定供給を追加し
ました。

Ａ （全
部反
映）

186 本県農業の展望と農業生産の目標 農業生産の目標 －

　食料自給率の目標値は、意欲的な水準を目指してほし
い。

　本県のカロリーベースの食料自給率は、令和４年時点
で全国第６位であることから、令和10年までに、令和４年
時点の全国第５位の水準まで上昇させることを目指しま
す。

Ａ （全
部反
映）

28



番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
反映状況

187
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　担い手が活躍できる環境の整備が重要で、若い担い
手が、ＩＴやスマート農業技術を活用できるような施策を
進めてほしい。

　御意見と同様の課題認識であり、具体的な取組におい
て、スマート農業技術を活用した生産性向上の取組を位
置付けています。

Ｃ （趣
旨同
一）

188
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　夏の高温の影響で、米や大豆の品質が低下してきて
いる。高温対策や品種開発がますます必要になってい
る。

　気候変動への対応として、米については高温時の水管
理の指導に加え、農業研究センターにおいて、高温耐性
評価施設を整備し、高温登熟耐性を持つ品種開発に取
り組むこととしており、引き続き、良食味・高品質米の生
産に向け取り組んでいきます。また、大豆については、
干ばつ時のかん水の指導に加え、高温に強い品種の導
入について検討を進めていきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

189
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　中山間地域で畦畔を除去して作業をしやすくしている
が、大型機械で作業しようとすると、農道が狭いといった
課題が出てきている。こうした課題に対しても、きめ細か
く対応してほしい。

　第７章「地域ごとの展開方向」の第２節「中山間地域」
において、地域の特性に応じた基盤整備の推進の取組
を盛り込みし、中山間地域等のほ場においてもきめ細か
な基盤整備を推進していきます。

Ａ （全
部反
映）

190
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　生産者には米の問合せが多いものの、在庫が少なく、
販売できない状態が続いている。輸出促進ということも
あるが、地元の人の食料の確保が一番大事であり、これ
を一番目に考えてほしい。

　食料供給基地としての役割を果たしていくため、食料
自給率が100パーセントを超える本県の強みを生かしな
がら、県オリジナル品種の生産拡大、生産性の向上等を
推進し、県内をはじめ、国内外への米の供給能力を拡大
していきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

191
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

－ 具体的な取組

　クマ、イノシシ、シカなどの野生鳥獣による農作物被害
が、特に中山間で多くなってきている。しっかりとした対
策を講じてほしい。

　御意見を踏まえ、第４章「農業生産の増大に向けた生
産性・市場性の高い産地づくりの推進」において、鳥獣
被害防止対策を盛り込みました。

Ａ （全
部反
映）

192
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　担い手と多様な担い手が混在しており、農村振興とし
ては農村ＲＭＯの取組を進めるなど、産業政策と地域政
策を分けて推進していく必要があると思う。

　県では、農村ＲＭＯ形成に取り組む地域の掘り起こし
や、農村ＲＭＯの活動支援などを行っています。
　御意見を踏まえ、農村ＲＭＯの支援に関する記載を追
加しました。

Ａ （全
部反
映）

193 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　第三者継承について、生産者と行政機関とが連携して
推進していく必要がある。

　人材の確保・育成に向けては、第三者継承等の円滑な
経営継承の推進が重要となることから、第三者継承支援
体制の強化について、追記しました。

Ａ （全
部反
映）

194 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　生産性向上とは別の視点になるが、地域の中で、農業
が地域福祉に貢献するという観点で、農福連携の推進
は重要だと思う。

　第６章「産地づくりを支える人材の確保・育成」の具体
的な取組において、関係機関・団体と連携した、農福連
携のマッチング等への支援を追加しました。

Ａ （全
部反
映）

195 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　担い手の高齢化が課題であり、人材の確保・育成に関
する目標の設定が必要ではないか。

　御意見も踏まえ、農業生産の目標として、「新規就農者
数」を盛り込みました。

Ａ （全
部反
映）

29



番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
反映状況

196 その他 その他 その他

　生産強化ビジョンは策定して終わりではなく、いろいろ
な人との共有が大事だと思うし、策定後も生産者と県が
意見交換を行う機会を継続していくべきだと思う。

　本ビジョンの策定に当たっては、様々な関係者から幅
広く意見を聴取するため、岩手県農政審議会のほか、県
内全ての市町村や農業協同組合長、生産者や農業団体
等との意見交換を実施しました。
　ビジョンの推進に当たっても、策定過程と同様、定期的
な意見交換を通じ、県と市町村・農業団体等との連携を
一層強化します。

Ｃ （趣
旨同
一）

197 その他 その他 その他

　農業法人に対しては、補助事業よりも、所得補償や、
ベーシックインカムのような施策が必要ではないか。

　農業経営のセーフティネットについては、収入の減少を
補填する収入保険制度等にとどまり、資材価格の高騰
に対応していないところです。県では、厳しい経営環境に
おかれている生産者の状況を踏まえ、収入保険や各種
類似保険制度について、生産者のニーズや関係団体の
意見を踏まえた見直しなどを要望しています。
　今後も、様々な機会を捉え、国に対する要望を行うこと
としており、御意見については、要望を行う際の参考とさ
せていただきます。

Ｄ （参
考）

198
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　岩手県の小麦の生産量は東北第１位であり、今後も、
生産拡大を進めるべき。

　東北第１位の作付面積を維持しながら、排水対策の徹
底、多収性・病害抵抗性に優れる品種への転換など、単
収向上による生産量の拡大に取り組んでいきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

199
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　「金色の風」の生産量をもっと増やすことが必要だと考
える。現時点では、米のランキングの対象外となってお
り、生産量を増やして、米のランキングで「特Ａ」を取るこ
とができれば、ＰＲにつながると思う。

　「金色の風」は、倒伏しやすく収量が上がりにくい品種
のため、高い栽培技術を有する生産者を中心に作付け
しているところであり、生産量を維持しながら、発信力の
高い米穀専門店との結びつきを強化し、PRに取り組んで
いきます。

Ｄ （参
考）

200
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

－ 具体的な取組

　シカやイノシシによる農作物被害が大変な状況にあり、
対策を強化するべき。

　御意見を踏まえ、第４章「農業生産の増大に向けた生
産性・市場性の高い産地づくりの推進」において、鳥獣
被害防止対策を盛り込みました。

Ａ （全
部反
映）

201 環境負荷低減と安全・安心な産地づくり － 具体的な取組

　有機農産物の学校給食への食材供給を一層進めてほ
しい。安定的な出口や、供給先があれば、生産者が有機
農業に取り組みやすくなると思う。

　第５章「環境負荷低減と安全・安心な産地づくり」の具
体的な取組において、環境負荷低減により生産された農
産物の流通・消費の促進を盛り込み、販路の拡大や理
解の情勢を進めていくこととしています。

Ｃ （趣
旨同
一）

202 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　生産者の減少に歯止めがかからない中、生産者にとっ
ては、価格保障や所得補償が必要ではないか。

　農業経営のセーフティネットについては、収入の減少を
補填する収入保険制度等にとどまり、資材価格の高騰
に対応していないところです。県では、厳しい経営環境に
おかれている生産者の状況を踏まえ、収入保険や各種
類似保険制度について、生産者のニーズや関係団体の
意見を踏まえた見直しなどを要望しています。
　今後も、様々な機会を捉え、国に対する要望を行うこと
としており、御意見については、要望を行う際の参考とさ
せていただきます。

Ｄ （参
考）

30



番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
反映状況

203 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　多様な担い手、働き手を守り育てるためには、小規模
農家や家族経営への支援も必要だと思う。

　御意見を踏まえ、第６章「産地づくりを支える人材の確
保・育成」の具体的な取組について、記載内容を修正し
ました。

Ａ （全
部反
映）

204 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　新規就農者の確保のためには、親元就農する若者へ
の支援の充実が必要だと思う。

　第６章「産地づくりを支える人材の確保・育成」の具体
的な取組において、親元就農等に対する円滑な経営継
承等を盛り込み、取組を推進することとしています。

Ｃ （趣
旨同
一）

205 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　子どもたちが農業に触れる機会が少なくなってきてい
るように感じる。岩手で育っているにもかかわらず、農家
になりたいという児童・生徒が少なくなっており、教育委
員会とも連携して、農業に触れる環境をつくっていくべき
だと思う。

　第６章「産地づくりを支える人材の確保・育成」の具体
的な取組において、小中学生に対する就農意欲の喚起
を盛り込み、取組を推進することとしています。

Ｃ （趣
旨同
一）

206 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　これからの岩手の農業の発展のためには、女性の活
躍が大事であり、アンコンシャス・バイアスの解消をより
一層進めるべきと感じる。

　第６章「産地づくりを支える人材の確保・育成」の具体
的な取組において、女性農業経営者が活躍しやすい環
境整備を盛り込み、取組を推進することとしています。

Ｃ （趣
旨同
一）

207 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　農業体験は、食育にはつながるが、将来の夢や職業
選択にはつながらないように感じる。生産者の思いと
か、生産の重要性などを子どもたちに教えるなどの工夫
が必要だと思う。

　第６章「産地づくりを支える人材の確保・育成」の具体
的な取組において、小中学生に対する就農意欲の喚起
を盛り込み、取組を推進することとしています。

Ｃ （趣
旨同
一）

208 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　ビジョンに掲げる農業生産の拡大のためには、どの業
界でも人材の奪い合いになっており、人材の確保が大事
である。

　御意見も踏まえ、農業生産の目標として、「新規就農者
数」を盛り込み、第６章「産地づくりを支える人材の確保・
い育成」に基づき、具体的な取組を進めていきます。

Ａ （全
部反
映）

209 その他 その他 その他

　関係人口を拡大するため、農泊体験や、グリーン・ツー
リズムに力を入れるべきだと思う。

　県では、関係人口拡大を図るため、多様な旅行者ニー
ズに対応できる人材の確保・育成や、農山漁村への体
験型教育旅行の誘致活動等を実施しており、さらに、令
和７年度からは、各地域協議会の活性化支援や広域連
携による教育旅行等受入体制の整備支援等に取り組ん
でいるところです。
　御意見も踏まえ、引き続き、都市との関係人口の拡大
に向けた施策を検討していきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

210 その他 その他 その他

　農業の生産について、消費者にも知って機会があれば
よいと思う。今回の意見交換は、こうした面でも、意味の
あることだと思う。

　本ビジョンの策定に当たっては、様々な関係者から幅
広く意見を聴取するため、岩手県農政審議会のほか、県
内全ての市町村や農業協同組合長、生産者や農業団体
等との意見交換を実施しました。
　ビジョンの推進に当たっても、策定過程と同様、定期的
な意見交換を通じ、県と市町村・農業団体等との連携を
一層強化します。

Ｃ （趣
旨同
一）

211
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　女性でも省力的に農業を行うことができるよう、スマー
ト農業を一層進めていく必要があると思う。

　御意見と同様の課題認識であり、「具体的な取組」にス
マート農業技術を活用した生産性向上の取組を守男懇
でいるところです。

Ｃ （趣
旨同
一）

31



番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
反映状況

212 産地づくりを支える人材の確保・育成 具体的な取組

　農業はキャリアパスが明確ではないため、従事しにくい
のではないかと感じる。就農から、経営の発展に至るプ
ロセスなり、キャリアパスを明確にし、それを情報発信し
ていくことが重要である。そうすることで、就農する人が
将来のビジョンを描けるようになると思う。

　本ビジョンは、農業生産の増大などの方向性を示すも
のであるため、キャリアパスの明確化の課題までは明記
していませんが、今後の若い世代への就農意欲の喚起
の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ （参
考）

213
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　大学生が、一日のうちＳＮＳに費やす時間は増加傾向
にあり、販路の拡大に当たっての情報発信として、ＳＮＳ
マーケティングを検討していくことが重要だと思う。

　御意見を踏まえ、第４章「農業生産の増大に向けた生
産性・市場性の高い産地づくり」において、ＳＮＳ等を活
用した情報発信など、具体的な取組を追加しました。

Ａ （全
部反
映）

214 その他 その他 その他

　インバウンドが増加している現状を踏まえ、農業を観光
資源として活用するような取組も必要だと思う。

　県では、インバウンド等の多様なニーズに対応できる
受入体制を強化するため、各地域における協議会での
受入体制強化プランの策定支援や、広域連携取組モデ
ル地区における広域連携計画の策定等を支援している
ところです。
　御意見も踏まえ、引き続き、グリーン・ツーリズムなど、
農業を観光資源として活用する取組を支援していきま
す。

Ｃ （趣
旨同
一）

215 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　農業の人材の確保と、障がい者雇用を農業で生みだし
ていくという視点から、農福連携を推進していくべきだと
思う。花巻市の事例では、雇用の確保のみならず、障が
い者を雇用することで生産力も上がっているということが
ある。福祉的側面だけでなく、農業生産の側面でも重要
である。

　第６章「産地づくりを支える人材の確保・育成」の具体
的な取組において、関係機関・団体と連携した、農福連
携のマッチング等への支援を追加しました。 Ａ （全

部反
映）

216
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　学校は地域住民にとって、馴染みのある施設であり、
廃校を活用して、地域コミュニティの施設や、農産物の加
工場を整備するなどして、農業を軸に地域外から人を呼
び込むことができればいいのではないかと考える。

　県内では、農村RMOが廃校を活動拠点とし、農産物の
加工場や地域内外の方々との交流施設等として活用す
る取組が行われています。
　御意見を踏まえ、農村RMOに関する記載を追加しまし
た。

Ｂ （一
部反
映）

217 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　農学部の学生であっても、農家や実際の農業生産の
現場に触れる機会は少ない。タイミーなどを活用し、すき
間時間を活用して、農業に触れる機会をつくっていくこと
が重要だと思う。

　県では、就業を希望する高校生やＵ・Ｉターン希望者、
子育て世代、シニア世代、民間企業の副業希望者、農
業を副業的に営む経営体、外国人材などの多様な働き
手を確保する取組を促進していきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

218
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　６次産業化など、農業と他産業との連携は、農家にとっ
てハードルが高いと思う。それぞれをつなぐ中間支援組
織のようなものがあればよいのではないか。

 県では、６次産業化や他産業との連携による新たな事
業価値の創出に取り組む生産者等に対し、「いわて地域
資源活用・地域連携サポートセンター」（以下、「サポート
センター」。）を設置し、伴走支援を行っております。引き
続き、サポートセンターを軸として、６次産業化の取組み
を支援していきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

219 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　農業に携わる人材を確保し、労働力不足を解消するた
め、デイワークなどのアプリを活用したマッチングを進め
てはどうかと思う。間口を広げることで、農業の労働力不
足につながると思う。

　県では、就業を希望する高校生やＵ・Ｉターン希望者、
子育て世代、シニア世代、民間企業の副業希望者、農
業を副業的に営む経営体、外国人材などの多様な働き
手を確保する取組を促進していきます。

Ｃ （趣
旨同
一）
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220 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　農業就業人口が減少している中、学生が農業アルバイ
トをできるような仕組みづくりを考えてはどうかと思う。学
生生活を送る中で、農業に触れる機会が少ないと感じて
おり、学生の進路選択の一つとして、農業という職業が
加わるようになるとよいと思う。学生のハードルを下げる
ため、長期ではなく短期とし、研修制度も導入してはどう
かと考える。

　県では、就業を希望する高校生やＵ・Ｉターン希望者、
子育て世代、シニア世代、民間企業の副業希望者、農
業を副業的に営む経営体、外国人材などの多様な働き
手を確保する取組を促進していきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

221
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　中山間地域を維持していくためには、一般社団法人が
農業を行う仕組みづくりや、農村ＲＭＯなどの地域運営
組織の創出が大事だと思う。特に、県北地域に農村ＲＭ
Ｏが無い状況にあり、こうした地域への支援が必要だと
思う。

　県では、一般社団法人による農地の一元的管理や
サービス事業体を活用した経営事例などのモデル創出
を推進するとともに、農村ＲＭＯ形成に取り組む地域の
掘り起こしや、農村ＲＭＯの活動支援などを行っていま
す。
　御意見を踏まえ、農村ＲＭＯの育成や活動支援に向け
た記載を追加しました。

Ｂ （一
部反
映）

222
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　畜産業を推進するためには、獣医師不足に対応してい
かなければならないと思う。特に、中山間地域で効率的
に診療を行っていくためには、リモート診療などを進めて
いく必要があると感じる。

　獣医療の安定的な提供に向けては、引き続き、広域振
興局が主体となり地元の市町村や農業協同組合等と検
討を重ねながら、各地域の実情に応じた獣医療が継続
して提供されるよう取り組んでいます。
　また、昨年度から、今後の獣医療提供体制のあり方に
ついて、県獣医師会や関係団体等と意見交換を始め、
広域的な人材の活用や遠隔診療を活用した診療の効率
化などを検討しており、今後も、大学や関係機関・団体
等と連携しながら、獣医師確保に積極的に取り組んでい
きます。

Ｂ （一
部反
映）

223
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　女性活躍の環境づくりや、地域振興、食品産業や観光
業との連携という観点で、加工販売への支援が重要だと
思う。

　地域振興や食産業、観光業等多様な産業との連携等
様々な観点から６次産業化等加工品販売等は重要であ
ると認識しており、県が設置している「いわて地域資源活
用・地域連携サポートセンター」の伴走支援や、食のプロ
フェッショナルアドバイザー等専門家派遣を通じて、加工
品販売を含めた農畜産物の高付加価値化の支援に取り
組んでいるところです。御意見も踏まえ、引き続き、取組
を進めていきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

224 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　女性活躍を進めるためには、農村社会におけるアンコ
ンシャス・バイアスの解消が必要だと感じる。

　第６章「産地づくりを支える人材の確保・育成」の具体
的な取組において、女性農業経営者が活躍しやすい環
境整備を盛り込み、取組を推進することとしています。

Ｃ （趣
旨同
一）

225 その他 その他 その他

　農業生産強化ビジョンが、食料・農業・農村基本法の全
てを網羅していないのであれば、その点を明示するべ
き。そうしなければ、このビジョンが、食料・農業・農村基
本法の改正を受けた、県の基本計画という位置付けで
あると解されてしまう。

　御意見を踏まえ、第１章「はじめに」の「農業分野の個
別計画との関係」において、生産振興と合わせて、農村
振興については、「いわて農業農村活性化推進ビジョン」
等に基づく取組を推進していく旨を追記しました。

Ｂ （一
部反
映）

33



番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
反映状況

226 その他 その他 その他

　本日の意見交換では、一般県民から見た時の岩手の
農業がどうあるべきかという提言ができたのではないか
と感じている。今回の提言は、実際に集落でフィールド
ワークを行い、それを自分に頭で考えて、まとめたもので
ある。せっかくの機会なので、一つ一つ吟味して、施策へ
の反映を検討してほしい。

　本ビジョンの策定に当たっては、生産者や農業団体の
みならず、広く御意見をいだだくため、市町村、農業協同
組合、農業団体、消費者団体、中小企業団体に加え、県
内外の大学生との意見交換を実施しました。
　意見交換でいただいた御意見については、内容を検討
し、ビジョンへの反映に努めたところです。

Ｂ （一
部反
映）

227
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　中山間地域でスマート農業を進める際には、電波が届
かないなどの課題があり、こうした地域ごとの課題に丁
寧に対応していくことが重要だと思う。

　本ビジョンは、農業生産の増大などの方向性を示すも
のであるため、中山間地域でのスマート農業導入の課
題までは明記していませんが、御意見と同様の課題認
識であり、今後の農業ＤＸ推進の取組の参考とさせてい
ただきます。

Ｄ （参
考）

228
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　世界的に人口が増えていく中、生産性を向上させるた
めの技術開発は、ますます重要になってくると思う。

　御意見と同様の課題認識であり、「具体的な取組」にス
マート農業技術を活用した生産性向上の取組を位置付
けたところです。

Ｃ （趣
旨同
一）

229 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　企業活動の中で、農業を取り入れていけないかと考え
ている。企業が農業に参入するためのハードルを下げる
ような施策を考えてほしい。

　県では、生産現場の人手不足や生産性向上等の課題
に対応するため、農業者の下支えとなる農作業の受託
や機械等のリース・レンタル、人材派遣など、労働力確
保等をサポートする農業支援サービス事業体の育成や
活用を推進します。

Ｃ （趣
旨同
一）

230 その他 その他 その他

　生産者だけでなく、中小企業者など、異業種との意見
交換も実施しながら、農業施策を進めていってほしい。

　本ビジョンの策定に当たっては、様々な関係者から幅
広く意見を聴取するため、岩手県農政審議会のほか、県
内全ての市町村や農業協同組合長、生産者や農業団体
等との意見交換を実施しました。
　ビジョンの推進に当たっても、策定過程と同様、定期的
な意見交換を通じ、県と市町村・農業団体等との連携を
一層強化します。

Ｃ （趣
旨同
一）

231
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　環境変化や気候変動に耐えられる多収品種の開発、
生産拡大は重要であり、重点的に取り組んでほしい。

　水稲においては、気候変動への対応として、農業研究
センターにおいて、高温耐性評価施設を整備するととも
に、沖縄県との連携により、高温登熟耐性を持つ有望品
種の早期開発に重点的に取り組んでいきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

232
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　気候変動への対応が大事であり、「もも」や「なし」の導
入に取り組んでほしい。

　温暖化による平均気温の上昇に伴い栽培適地が拡大
している「もも」や「なし」について、本県でも広く栽培でき
る可能性があることから、品種選抜や優良品種の作付
実証に取り組むこととしています。

Ｃ （趣
旨同
一）

233
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　りんどうは多年生で、定植から３年目でやっと収穫がで
きる。その間に小ぎくなど一年草を組み合わせるような
技術開発に取り組んでほしい。

　りんどうは定植後１～２年間は未収益期間となることを
踏まえ、計画的な新改植を促進するとともに、新規栽培
者に対しては、早期の経営安定に向けて、小ぎくなど複
数品目を組み合せた栽培技術の提案などを含め、生産
者の個別課題に応じた支援に取り組んでいます。

Ｄ （参
考）
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234
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　県産、国産飼料の自給率を上げることは重要。小規模
農家には草地がないのでコントラクタとの連携・提携を進
める支援が必要だと思う。

　飼料の自給率向上に向けては、コントラクターの担う役
割は大きいと考えており、コントラクターを含む外部支援
組織の体制強化を図っていきます。

Ｃ （趣
旨同
一）

235
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　他県にはない特色を持つりんどうを品種開発できたら
よいと思う。りんどう、小ぎくなどは、盆・彼岸系の地味な
イメージがあるが、盆だけでなく一年を通して人気がある
花を広げられたら、いわての花きイメージも上がると思
う。

　りんどうの仏花としての利用以外の需要拡大に向け
て、新たな特性を持つ品種の開発に取り組んでいること
から、その旨を追記しました。

Ｂ （一
部反
映）

236 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　非農家だが、小さい頃に牛に触れて興味がわいた。小
さい頃から農業体験をできるようにすればよいと思う。

　第６章「産地づくりを支える人材の確保・育成」の具体
的な取組において、小中学生に対する就農意欲の喚起
を盛り込み、取組を推進することとしています。

Ｃ （趣
旨同
一）

237 その他 その他 その他

　長年、生産コストが販売価格に反映されない経営が続
いている。これが農業者の意欲を削ぎ、後継者不足の最
大の原因である。ビジョンの目標達成には、再生産可能
な価格形成の実現が不可欠である。

　農業経営のセーフティネットについては、収入の減少を
補填する収入保険制度等にとどまり、資材価格の高騰
に対応していないところです。県では、厳しい経営環境に
おかれている生産者の状況を踏まえ、収入保険や各種
類似保険制度について、生産者のニーズや関係団体の
意見を踏まえた見直しなどを要望しています。
　今後も、様々な機会を捉え、国に対する要望を行うこと
としており、御意見については、要望を行う際の参考とさ
せていただきます。

Ｄ （参
考）

238 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　農業従事者の激減は深刻で、アンケートでは８割が将
来の離農を考えているのが実情。国の政策も毎年変わ
る中で、担い手が将来展望を描きにくい。ビジョンに掲げ
る組織運営や担い手育成について、より具体的な施策
が必要である。

　本ビジョンは、農業生産の増大や人材の確保・育成な
どの方向性を示し、本県農業を強化するため策定するも
のです。
　ビジョンに盛り込んだ取組については、毎年度具体化
していくこととなりますが、御意見も踏まえ、取組の内容
や規模について、毎年度の予算編成において検討して
いきます。

Ｄ （参
考）

239 その他 その他 その他

　夢のある目標も、実現するための国・県の予算拡充が
なければ画に描いた餅になる。全ての施策の実効性を
担保する、十分な予算確保を強く要望する。

　本ビジョンは、農業生産の増大や人材の確保・育成な
どの方向性を示し、本県農業を強化するため策定するも
のです。
　ビジョンに盛り込んだ取組については、毎年度具体化
していくこととなりますが、御意見も踏まえ、取組の内容
や規模について、毎年度の予算編成において検討して
いきます。

Ｄ （参
考）
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240
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　地域の家畜診療体制は危機的状況にある。計画に「協
議会を設置し対応する」と明記されたことは評価するが、
一刻も早い体制構築が必要である。

　獣医療の安定的な提供に向けては、引き続き、広域振
興局が主体となり地元の市町村や農業協同組合等と検
討を重ねながら、各地域の実情に応じた獣医療が継続
して提供されるよう取り組んでいます。
　また、昨年度から、今後の獣医療提供体制のあり方に
ついて、県獣医師会や関係団体等と意見交換を始め、
広域的な人材の活用や遠隔診療を活用した診療の効率
化などを検討しており、今後も、大学や関係機関・団体
等と連携しながら、獣医師確保に積極的に取り組んでい
きます。

Ｂ （一
部反
映）

241
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　温暖化の影響でカメムシ等の発生状況が変化し、従来
の防除体系では対応が困難になっている。環境負荷低
減との両立は難しい課題であり、新たな技術指導や支援
策が求められる。

　本ビジョンでは、温暖化に伴う病害虫防除の課題まで
は明記していませんが、御意見と同様の課題認識であ
り、今後の技術指導等において適切に対応していきま
す。

Ｄ （参
考）

242
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　中山間地域ではほ場整備が遅れており、担い手不在
で事業の同意形成も難しい。食料生産を維持するため、
不利な条件の地域にこそ手厚い支援が必要である。

　第７章「地域ごとの展開方向」の第２節「中山間地域」
に地域の特性に応じた基盤整備の推進の取組を記載
し、中山間地域等のほ場においてもきめ細かな基盤整
備を推進していきます。

Ａ （全
部反
映）

243
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　「銀河のしずく」等の作付け拡大のため、品質を維持す
ることを前提に、標高などの栽培基準を柔軟に運用する
実証・検討を望む。

　「銀河のしずく」は、過去の気温をもとに栽培適地を設
定しており、近年の気候変動や地域の状況を踏まえ、栽
培適地を検討していきます。

Ｄ （参
考）

244
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　輸出については、国ごとに異なる検疫やコストが障壁と
なっている。県が主体となり、ロットの集約や一本化した
支援体制を構築しないと、他県との競争には勝てない。

　輸出先国での県産農林水産物の認知度向上、販路拡
大に向けて、農業団体、市町村及び関係団体等と連携
して取り組んでいきます。

Ｄ （参
考）

245 環境負荷低減と安全・安心な産地づくり － 具体的な取組

　ＧＡＰ認証の取得・更新にかかる負担が大きい。付加
価値向上につながるよう、消費や販売と連動した仕組み
づくりが必要である。

　第三者認証ＧＡＰ取得の費用負担については、御意見
と同様の課題認識であり、今後のＧＡＰ推進の取組の参
考とさせていただきます。

Ｄ （参
考）

246
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　本県の強みである「産直」や日本一の認証数を誇る「Ｇ
Ｉ（地理的表示）」の活用をビジョンにもっと明確に位置づ
けるべき。

　御意見を踏まえ、生産者の所得向上に向け、産直の販
売力等の強化に関する取組を、「地域内消費や県産食
材の利用拡大の推進」の項目に、ＧＩの活用等に関する
取組を「県産農畜産物の輸出促進」の項目に追記しまし
た。

Ｂ （一
部反
映）

36



番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
反映状況

247 その他 その他 その他

　ビジョン策定後が本番であり、実効性が問われる。県、
農業団体、そして市町村も含む関係者全員が、それぞれ
の立場でビジョン実現に向けて行動することが重要。国
の政策も流動的であるため、状況に合わせて随時見直
しを行う前提で、共に前進したい。

　本ビジョンの実効性を高めていくためには、施策を着実
に実施し、その進捗や成果、課題等の把握・分析を通じ
て、次に実施する施策を見直していくことが重要です。
　本ビジョンにおいても、政策評価の取組の実績を踏ま
えつつ、ＰＤＣＡサイクルを確立し、設定した指標に基づく
進捗管理を行います。
　具体的には、設定した指標について、年度ごとにその
進捗状況や成果、課題等の分析を実施し、更に必要な
対策の追加や見直しを行い、次年度以降の施策・事業
に反映します。

Ｃ （趣
旨同
一）

248 環境負荷低減と安全・安心な産地づくり － 具体的な取組

　豚と鶏を増産する目標を立てているが、化製場の課題
をどのように解決していくかを示してほしい。

　化製場は、畜産振興を図る上で不可欠な施設です。県
では、臭気の改善に向け、昨年度から畜産副産物の排
出事業者等と意見交換を重ね、臭気対策の取組が継続
して行われるよう、排出事業者に対し、原料の適切な保
管、運搬を促すことに加え、計画的な改修や新築を含め
た対策の検討を進めています。今後も本県の化製場が
その役割を果たしていくことができるよう、関係機関・団
体と連携しながら取り組んでいきます。

Ｂ （一
部反
映）

249 その他 その他 その他

　生産者が再生産できるよう、適正な価格形成につい
て、しっかりと国に働きかけていくべきである。

　農業経営のセーフティネットについては、収入の減少を
補填する収入保険制度等にとどまり、資材価格の高騰
に対応していないところです。県では、厳しい経営環境に
おかれている生産者の状況を踏まえ、収入保険や各種
類似保険制度について、生産者のニーズや関係団体の
意見を踏まえた見直しなどを要望しています。
　今後も、様々な機会を捉え、国に対する要望を行うこと
としており、御意見については、要望を行う際の参考とさ
せていただきます。

Ｄ （参
考）

250
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　輸出米の生産に当たっては、生産コストに見合った収
入が得られるような仕組みが必要だと思う。

　国に対し、輸出用米生産において主食用米並の所得
を確保できる仕組みを構築するとともに、こうした仕組み
の実施に必要な予算を十分措置するよう要望していま
す。また、県としても直播、高密度播種苗移植栽培等の
導入による生産コスト低減を推進していきます。

Ｄ （参
考）

251 その他 その他 その他

　政府備蓄米の放出など、国の農業政策は目まぐるしく
変わっている状況にある。ビジョン策定後も、こうした国
の農業政策に対応し、見直すべきところは見直すなど、
臨機応変に対応してほしい。

　本ビジョンの実効性を高めていくためには、施策を着実
に実施し、その進捗や成果、課題等の把握・分析を通じ
て、次に実施する施策を見直していくことが重要です。
　本ビジョンにおいても、政策評価の取組の実績を踏ま
えつつ、ＰＤＣＡサイクルを確立し、設定した指標に基づく
進捗管理を行います。
　具体的には、設定した指標について、年度ごとにその
進捗状況や成果、課題等の分析を実施し、更に必要な
対策の追加や見直しを行い、次年度以降の施策・事業
に反映します。

Ｃ （趣
旨同
一）
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番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
反映状況

252 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　農地の維持には小規模農家の果たす役割が大きいと
思う。こうした農家への支援も行っていってほしい。

　御意見を踏まえ、第６章「産地づくりを支える人材の確
保・育成」の具体的な取組について、記載内容を修正し
ました。

Ａ （全
部反
映）

253 本県農業の展望と農業生産の目標 農業生産の目標 －

　食料自給率は、現状よりも上げる目標を設定するべ
き。

　本県のカロリーベースの食料自給率は、令和４年時点
で全国第６位であることから、令和10年までに、令和４年
時点の全国第５位の水準まで上昇させることを目指しま
す。

Ａ （全
部反
映）

254
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　食料自給率目標を達成するためには、ほ場整備の推
進が重要だと思う。

　御意見を踏まえ、「第４章　農業生産の増大に向けた
生産性・市場性の高い産地づくり」の「第３節　生産基盤
の強化」において、ほ場整備などの基盤整備の取組が
重要であることが分かるよう、より具体的な表現に変更し
ました。
　本ビジョンに基づき、ほ場整備を推進していきます。

Ａ （全
部反
映）

255 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　雇用就農から独立して、自立する際の支援を手厚くし
てほしい。

　第６章「産地づくりを支える人材の確保・育成」の具体
的な取組において、新規就農者の経営の経営の安定化
を盛り込み、取組を推進することとしています。

Ｃ （趣
旨同
一）

256
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　輸出米の生産は、超多収品種で対応するなど、戦略を
もって取り組んでいくことが必要だと思う。

　輸出用米の生産については、増収が期待できる品種
の導入や生産コストの低減など、農業団体等と連携しな
がら取り組んでいきます。

Ｄ （参
考）

257 本県農業の展望と農業生産の目標 農業生産の目標 －

　肉用牛と乳用牛の産出額の目標値について、県として
あまり力を入れないもののように感じる。

　肉用牛については、高齢化や小規模経営体の離農等
による飼養戸数の減少が見込まれる中、１戸当たりの飼
養頭数の増加や生産性の向上を推進し、現在の東北
トップレベルの産出額の維持を目指したものです。
　乳用牛については、小規模経営体の離農等による飼
養戸数・頭数の減少が見込まれる中、飼養規模の拡大
や乳用牛１頭当たりの生乳生産量の向上を推進し、東
北の４割を占める生乳生産量を目指したものです。

Ｆ （その
他）

258
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　食料生産基盤である農地を維持し、次世代にどのよう
につなげていくか、という視点を加えてほしい。

　御意見を踏まえ、第４章第３節「生産基盤の強化」にお
おいて、農地の確保と有効利用に係る具体的な取組を
追加しました。

Ａ （全
部反
映）

259 その他 その他 その他

　目標を掲げたからには、机上の空論にならないように、
具体的な施策を進めていってほしい。

　本ビジョンは、農業生産の増大や人材の確保・育成な
どの方向性を示し、本県農業を強化するため策定するも
のです。
　ビジョンに盛り込んだ取組については、毎年度具体化
していくこととなりますが、御意見も踏まえ、取組の内容
や規模について、毎年度の予算編成において検討して
いきます。

Ｃ （趣
旨同
一）
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番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
反映状況

260
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　ビジョンにおいて、「ほ場整備」という文言が書かれて
いないことが残念だと感じる。

　御意見を踏まえ、「第４章　農業生産の増大に向けた
生産性・市場性の高い産地づくり」の「第３節　生産基盤
の強化」において、「ほ場整備」の文言を追加し、ほ場整
備などの基盤整備の取組が重要であることが分かるよ
う、より具体的な表現に変更しました。
　本ビジョンに基づき、ほ場整備を推進していきます。

Ａ （全
部反
映）

261
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　生産基盤の強化の項目において、畜産の基盤整備が
記載されていないが、盛り込む必要はないのか。

　畜産の生産基盤である畜舎、機械、飼料基盤等の整
備については、第4章の「品目ごとの展開方向」に記載し
ています。

Ｆ （その
他）

262 その他 その他 その他

　ビジョンに記載されている具体的な施策は「手段」であ
り、ビジョン策定後も、情勢変化に応じて、最適な手段を
臨機応変に取っていってほしい。

　本ビジョンの実効性を高めていくためには、施策を着実
に実施し、その進捗や成果、課題等の把握・分析を通じ
て、次に実施する施策を見直していくことが重要です。
　本ビジョンにおいても、政策評価の取組の実績を踏ま
えつつ、ＰＤＣＡサイクルを確立し、設定した指標に基づく
進捗管理を行います。
　具体的には、設定した指標について、年度ごとにその
進捗状況や成果、課題等の分析を実施し、更に必要な
対策の追加や見直しを行い、次年度以降の施策・事業
に反映します。

Ｃ （趣
旨同
一）

263
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　ビジョンに掲げる目標を達成するためには、生産性を
向上させ、１経営体当たりの栽培面積を増やしていく必
要があり、そのためにも、基盤整備は極めて重要だと思
う。

　御意見を踏まえ、「第４章　農業生産の増大に向けた
生産性・市場性の高い産地づくり」の「第３節　生産基盤
の強化」において、ほ場整備などの基盤整備の取組が
重要であることが分かるよう、より具体的な表現に変更し
ました。
　本ビジョンに基づき、ほ場整備を推進していきます。

Ａ （全
部反
映）

264
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　中山間地域では、簡易な基盤整備を行うなど、地域に
応じた対応を取ることが重要だと思う。

　第７章「地域ごとの展開方向」の第２節「中山間地域」
に地域の特性に応じた基盤整備の推進の取組を記載
し、中山間地域等のほ場においてもきめ細かな基盤整
備を推進していきます。

Ａ （全
部反
映）

265 産地づくりを支える人材の確保・育成 － 具体的な取組

　ビジョンには第三者継承が盛り込まれており、今後、
マッチングが進んでいくことを期待する。

　人材の確保・育成に向けては、第三者継承等の円滑な
経営継承の推進が重要となることから、第三者継承支援
体制の強化について、追記しました。

Ａ （全
部反
映）

266
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

生産基盤の強化 具体的な取組

　米価が下がったとしても、再生産性ができるように生産
性の向上に取り組んでいく必要があり、そのためには、
基盤整備が極めて重要で、そのための予算確保に努め
ていく必要がある。

　意見を踏まえ、第４章「農業生産の増大に向けた生産
性・市場性の高い産地づくり」の第３節「生産基盤の強
化」において、ほ場整備などの基盤整備の取組が重要
であることが分かるよう、より具体的な表現に変更しまし
た。
　本ビジョンに基づき、必要な予算の確保に努めつつほ
場整備を推進していきます。

Ａ （全
部反
映）
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番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
反映状況

267 その他 その他 その他

　今後も、様々な機会を通じて意見交換を行い、女性の
意見が農業施策に反映されるよう、努めてほしい。

　本ビジョンの策定に当たっては、様々な関係者から幅
広く意見を聴取するため、岩手県農政審議会のほか、県
内全ての市町村や農業協同組合長、生産者や農業団体
等との意見交換を実施しました。
　ビジョンの推進に当たっても、策定過程と同様、定期的
な意見交換を通じ、県と市町村・農業団体等との連携を
一層強化します。

Ｃ （趣
旨同
一）

268 その他 その他 その他

　ビジョンの策定に当たっては、生産者だけでなく、異業
種との意見交換を実施したとのことだが、策定後も継続
的にこうした意見交換を続けていってほしい。

　本ビジョンの策定に当たっては、様々な関係者から幅
広く意見を聴取するため、岩手県農政審議会のほか、県
内全ての市町村や農業協同組合長、生産者や農業団体
等との意見交換を実施しました。
　ビジョンの推進に当たっても、策定過程と同様、定期的
な意見交換を通じ、県と市町村・農業団体等との連携を
一層強化します。

Ｃ （趣
旨同
一）

269 その他 その他 その他

　生産強化ビジョンということで、農村振興の視点が薄
い、欠けていると感じる。農村振興と農業生産は切り離
せないものであり、食料・農業・農村基本法であれ、食
料・農業・農村基本計画であれ、こうした思想の下でつく
られている。こうした趣旨をどこかにしっかりと記載して
ほしい。例えば、各種個別計画の一覧で農村政策と産
業政策の補完関係を記載するものいいと思う。

　御意見を踏まえ、第１章「はじめに」の「農業分野の個
別計画との関係」において、生産振興と合わせて、農村
振興については、「いわて農業農村活性化推進ビジョン」
等に基づく取組を推進していく旨を追記しました。

Ｂ （一
部反
映）

270
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

地域ごとの展開
方向

具体的な取組

　農村ＲＭＯの機能は、新規作物の導入や、特産品の開
発・販売だけではない、生産強化ビジョンとはいえ、農村
ＲＭＯが持つ機能をもっと広く記載すべきだと思う。

　御意見を踏まえ、農村ＲＭＯが持つ機能に関する記載
内容を追記しました。

Ａ （全
部反
映）

271 その他 その他 その他

　試験研究の推進は非常に重要で、広域自治体である
県の果たす役割が大きいと思う。特に、人材の育成の視
点は重要であると感じている。

　地域農業の担い手となる経営体や中山間地域等にお
ける農業人材の確保・育成に向け、経営的な評価や経
営モデルの取りまとめを行い、市町村や関係機関に提
供するなどの取組を進めることとしています。

Ｃ （趣
旨同
一）

272 その他 その他 その他

　ビジョンはつくって終わりではなく、その時々の時代の
潮流に合わせて、臨機応変に対応していってほしい。

　本ビジョンの実効性を高めていくためには、施策を着実
に実施し、その進捗や成果、課題等の把握・分析を通じ
て、次に実施する施策を見直していくことが重要です。
　本ビジョンにおいても、政策評価の取組の実績を踏ま
えつつ、ＰＤＣＡサイクルを確立し、設定した指標に基づく
進捗管理を行います。
　具体的には、設定した指標について、年度ごとにその
進捗状況や成果、課題等の分析を実施し、更に必要な
対策の追加や見直しを行い、次年度以降の施策・事業
に反映します。

Ｃ （趣
旨同
一）
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番号 大区分 中区分 小区分 意見
検討結果

（県の考え方）
決定への
反映状況

273 その他 その他 その他

　ビジョンの実現に向けては、県、市町村、農業団体、生
産者が連携を取りながら、一体となって取り組んでいく必
要がある。

　本ビジョンの策定に当たっては、様々な関係者から幅
広く意見を聴取するため、岩手県農政審議会のほか、県
内全ての市町村や農業協同組合長、生産者や農業団体
等との意見交換を実施しました。
　ビジョンの推進に当たっても、策定過程と同様、定期的
な意見交換を通じ、県と市町村・農業団体等との連携を
一層強化します。

Ｃ （趣
旨同
一）

274
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

農畜産物のブラ
ンド化

具体的な取組

　農産物のブランド化において、地域の重要な品目であ
る短角牛の振興を盛り込んでほしい。

　御意見を踏まえ、第４章「農業生産の増大に向けた生
産性・市場性の高い産地づくり」の具体的な取組におい
て、短角牛の振興を盛り込みました。

Ａ （全
部反
映）

275
農業生産の増大に向けた生産性・市場性の高い産
地づくり

品目ごとの展開
方向

具体的な取組

　肉用牛に係る具体的な取組として、「菊美翔平」の活用
を盛り込んでほしい。

　御意見を踏まえ、第４章「農業生産の増大に向けた生
産性・市場性の高い産地づくり」の具体的な取組におい
て、「菊美翔平」の活用を盛り込みました。

Ａ （全
部反
映）
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